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沄
ひ
表
は

 

:し
得
る
、
ヽ
即
ち
個
人
せ
し
：て
ャ
.は
な
く
，
tt
會
現
象
.ヒ

匕
n:
:
s人
瀬
の
：，み'が
：吾
々
^
取
づ
て
問
題
な
の
で
あ
る
ど
。

 

■:經
濟
學
め
.代
み
^
社
會
經
濟
學
ど
衰
：ふ
名_が
此
の
^

^
を
^̂

對
す
る
.名
稱
.ど
し
て
用
ひ
ら
れ
た
。
實
際
此
の
：名
稱
：は
：1£
確
た
吾
々
が
個
人
經
濟
で
は
な
く
、
.社
畲
經
濟
の
み
を
硏 

究
せ
ん
と
す
る
こ
ミ
を
示
し
て
居
る
o
從
つ
て
へ
ゥ
ビ
ン
ソ
ン
經
濟
を
吾
'々
の
_

前
^

獲

：
：
へ
：
來

.

つ
て
、：
夹
k
據
っ
て
財 

貨

”
勞
働
、：：

財
産
^
云
'ふ
が
凱
S
經
濟
學
上
の
概
念
を
：說
明
；せ
ん
^
す
る
が
如
さ
方
；法
位
a
:間
違
つ
.た
も
の
は
な
い
。 

'ロ
ビ
へ
ザ.ソ
ン
'は
粗
^
唯

:*
1
人

自

，己.の
：
爲

せ

經

濟

を

：營

ひ

：
が

故

に

>
輕
濟
學
的
择
考
察
す
る
：な
^

1

の
で
f

 

o 

"

ロ'ビV

ソV

は
如
何
に
し
て
被
の
食
物
錄
^
溫
を
取
&
ん
ミ
す
る
欲
望
其
他
を
充
す
か
は
、
自
然

,
f一
十
苏
卷
C
H六
九
.

)

:
理
へ
論
_
濟
學
々
對
象

 

、
第
1

1

S
六
五
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笫
：
ニ
十
艽
：
卷
、
.

ム
三
七
9

琲
論
無：

濟
學
の
對
：象
：
こ 

L

笫
：1

8

:
六
.六
-

科

學

者

や

生

：师

：學

者

に

；典

味

を

*

へ
#

:
る

も

、

經

濟

學

者

：：

即
^

ょ

タ

疋

わ

く

云

へ-
ば

、
：..紙

會

經

濟

學

者̂

取

つ

，
て
. 

は

，
全

然

問

題

：
？

は

さ

れ

ぬ

％

 

ふ

の

：
はV、

..：吾
^

^
取

つ

そ

ぼ

組

：鑛3

れ

^
^

の
み
が
問
題
で
あ
.汐
#
る
か
::
:
&で

あ
--
6
;

』

.ビ
0 (

K.oieh.I, 

Theoretische 

Na,tional

o:k
o
n
o
m
k
.

 

B
d
.

 

1
.00
'

.、̂

ィ
ー
ル
片
近
さ
立
勘
を
取
夸
て
モV

:

 (
Al
f
r
e
d 

A
m
o
n
n
v

も
、
其
の
.著
.

^

(
p
y
e
k
t

 u
n
d

 

G
r
u
n
d
b
e
g
r
i

:^: der 

tlleoretis&e 

National

o.-konomie: 2
, A
u
A
;

 

1927
)

の

至

る

箇:^
^

於

て
 

> 

繰
返
：じ
次
の
.こ

ビ

を

強

調

し

て

房

る

。

迦

：論

經

濟

：學

は

：
人

崩

の

，
物

^
.
.對
す
.る
關
係
を
想
定
す
る
限
ぅ
k
於
て
の
、
經 

.

濟
行
爲
を
硏
究
す
.
.る

：
の

で

は

な

べ

、
.寧
ろ
：̂

此
形
態
 ̂

1

の
命 

題
は
.、
.：偾
格
：問
題
を
中
心
ど
ず
る
所
の
现
論
經
濟
學
.の
全
_
題
ば
入
問
相
互
0

1;

定
：の
社
會
關
係
、
IM
に
詳
し
く
云 

へ
.ば
、'：：特
R
交
換
關
係
を
想
定
す
る
ビ
S
ふ
之
ギ
で
あ
.る
6」

第
二
^
^ ̂

人
間
の
社
會
關
優
の
：：一.

定
の
形
態
は 

夫
々
ニ
定
ー
の
社
♦
構
造
、
.更
^
詳
し
く
^

へ
ば
.、
或
る『

社
會
組
織』

を
前
提
^
す

る
ビ
运

で

あ

る

0

(
v
g
l

 

E
b
e
n
d
a
,

 

s.. 1
9
4
)
(

ァ
モ
ン
の
：爾
論
經
濟
學
の
：對
象
化
對
す
る
マ
ル
キ
^
ト
；の
#[
:
評
S
し
ハ
て
は
、
次
.の
如
&
も
の
が 

あ
'る
。
-

I. 

I

 

R
u
b
F

 

A
l
fred 

A
m
o
n
n
」
I'nd.das 

o
b
j
c
k
t

 der 

theoretischen 

Natlonal

ork
o
n
o
m
i
e
，
U
n
t
e
r

 

d
e
m

だ
が
现
論
經
濟
學
の
：對
象
の
斯
4

*
定
は
い
社
«
派
^
先
立
づ
\て 
> 
旣

^
半
世
紀
以
前
，マ
ル
グ
ス
R
依
つ

て
、『

經 

濟
寧
批
判
.序
說』

.中
^
指
摘
^
れ
て
居
る
。『

生
：產
.は
常
^
、
#
殊
.な
生
產
業
で
あ
气
又
は
：一

個
の
總
體——

例
へ 

ば
邀
業
、
收
..赉
業
、：H

場
手H

I

業
等
：の
如
.

^

Iで
あ
る
。
然
し
乍
ら
經
濟
學
は
ね
« ^
辦
で
は
無
い
0』

另

S
Pヌ 

Z
y
r

 

Kritik 

dc,l- 

POJitisc

.&*. e
n

 

o
k
o
n
o
m
i
e
.

 

100
5
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X
:
V
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herauss-ee-ebs 

v
o
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K
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I
c
s
t
f
k
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ソ 

\
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•

':
鄭
ち『

生
產』

は
_現
實
：の
»
:實

ミ

-̂
て
.は

、
，

『

常

れ

特

.雜

‘は
、.
例
：へ
ば
i

s

い
て
見
れ
ば
、
個
々
の
個
人
め
手
工
業
£

て
、
或
は
之
が
資
本
化
さ
れ
て
工
場
乎
工
業
ビ 

し
て
_、
：页
^

機
械
0

應
用
^

依
：つ
て
エ
場
エ
：業
せ
し
：て
表
は
れ
る
。
it
に
.

H

場H

業
は
紡
績
業
、
織
物
業
、
化
學H

 

業

、
機
械
工
業
ど
.云
ふ
.が
如
&

個
々
獨
立
の
經
營
ビ
し
て
表
は
れ
る
も
の
で

あ
々
、
®

k
之
等
の
獨
立
の
經
營
は
國 

內
的
及
び
國
際
的
市
揚
を
.通

じ

て

.結

合
^
.れ
>】

個
の
總
體
ぢ
し
て
のH

業
$

な
.る
0
.他
の
生
產
業
も
同
じ
で
あ
る
。
 

だ
が
、
此
處
驾
特
：殊』

ど
.

1
H

ひ『

總
體』

-

云
ふ
も
、
夫
.は
孰
れ
も
：技
術
的
の
特
殊
で
あ
6

、
總
體
で
あ
々
、''
:經
營
上 

ょ
6

見
た
も
の
：で
あ
.る
。
如
何
な
：る
源
.料
を
用
a
.る
：か
、.
原
料
は
、
幾
段
R

加
H

S
れ
る
.か
0

如

何

な

，
る

機

械

を

使
 

用
す
る
か
。：
勞
働
の
效
：果
，
生
：産
物
の
：品
®

分
量
は
.如
何
^
:云
；ふ
が
如
含
、
.
又

例

べ

：
ば

：

1

の
經
濟
主
體
が
最
少
勞 

费
を
以
つ
ぜ
最
.大
效
果
を
舉
げ
：ん
：に
は
、
輕
營
を
如
何
化
す
れ
ば
良
$
か
等
め
問
題
紀
屬
す
る
も
の
で
、
所

謂
經
營 

學
上
の
見
地
で
あ
る
。'

.-
:

ン

■
■. 

. 

: 

:
, 

;
v 

v
 

'

'
之
^
反
'し
て
.理
論
經
濟
學
の
對
象
ぱ
、
.人

(£
人
.ギ
の
關
«

^
關

す

；る

間

題

：
で
：；あ

る

？

夫̂
は
物
を
通
.し
て
生
ず
る
乙 

'

f
特
徵
S
す
る
，

V
:

は
云
：へ
、
.：：*
自
身
社
會
的
間
題
で
.あ
_る
。.
即
ち
、：
夫
は
原
料
や
勞
働$

性
質
又
は
生
產
物
：の
品 

質
分
量
粒
に
加
エ
0
方
法
、
:'
經
營
の
翁
術
等
^
關
す
る
も
の
で
な
べ
-:
:
'
*
.
1
定
.の
社
：會
的
敕
席
の
-下
^
於
.て
>
M!
:
會
的 

行
程
ミ
し
て
の
ft
會
的
繼
產
が
；如
何
K
し

：
て

行

は

：れ
\
.又

か

：く

て

：生

，產

^
れ
だ
財
貨
が
、
社
會
の
❖
員
の
間
化
如
何
R 

分
配
さ
れ
る
か
$

石

ふ

問

题

：
で

あ

.る

;0
夫
故
;'
_例(

へ：ば
土
地
：所
^

.他

主

對

小

作

人

の

_

«

、

「

⑽

れ

、小
作
料
の
如
&
問
題
は
«
«問
@
で
あ
る
々
，然

しZ
の
±
地

經

營

に

用

；
.ひ

ら

れ

る 

農
具
、，
肥
料
及
：び
經
營
の
大
小
¥
苯
ふ
:#
ぅ
#
之
ざ
は
、
M
濟
學
上：

の
問
®
で
は
*
. く
、：

農
藝
學
：の
；問
題.：で
あ
る
':
0

$
1

十
：
五

卷

c

三
：
七

一.〕

：.现
論
：經
濟
學
，
の
：
對
象 

s

i
 

力
七
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I

f

i
 .(

三
七
..p

理
論
■

¥の：：

對
象
バ 

. 

:

笫
4
魏

：

六
<

入

夫

故

工

.ン
'ゲ
ル
ス
.も
、『

經
濟
學
は
取
扱
：ふの：で

.ば
な
く
、

A

W

^

S

,
の
：關
係
，
結
局
k
於
於
.階
：級
間
の
關
. 

係
を
.取
极
^
ボ
乙
殄
關
係
は
#

ど
：結
合
_

ボ
居
4
唁
且
0

_
戽
_

j

を
：書
：い
：̂

居
る
^

そ
$
識

象

；涵

論

經

濟
»
の
.對
_

從
.

 ̂

「

物

質

的

價

値

，

Q

生

；産

：

」

で

は

な

く
 

て
：0
之
れ
.は
0:
藝
學
'0
對
象
そ
あ
名
^
生
_

ゅ
^
 

〔

、
'ミ3

.:

钱
 

ぐ
斯
采
て
、
蕃
々
，は
理
論
*
濟
學
の
對
«

Q
第
せ
0
規
定
；

:f

定

0
社
會
組
.檝
を
前
提
ミ
す
るI

定
，の
：
 

社
#
關
僻
、
如
ち
人
間
對
人
間
の
.關
係
で
あ
名
^

本
ふ
結
論
^
達
心
ぉ
？
だ
が
斯
ぐ
云
^

象
及
*

自
然
を
人
§
:
1
:
:
'
:
定
：の
目
的
に
：利
用
ず
る
過
程
で
！

技
術
親
象
を
^
^
^

s

o
ヒ

另

瘃

；
の
：
は
：

>
:後

^
述
べ
る
如
く
、:

經
濟
關
係
：ど
云
ふ
社
會
關
係
は
生
產
關
係
，に
包
«

3
れ
る
も
：.の
セ
あ
つ
て
、

.

. 

.

. 

:

. 

. 

• 

' 

.

'

.
 

.

. 

: 

.

. 

.

此

；
の

逢

産

：關

係

(

人

間
_
人

間

の

：關

係
)

は

入

：間

；
の

自

然
^
對
す
る
關
係
：贫

を
。
入g

の
稞
實
的
な
生
：活
、
即

：あ

『

入

僴

生

活

：の
»
奮
的
生
產』

は
*
初

か

：ら

一:1

重

性

を

持

つが
，1;:

個
の
關
係
ど
し
，
 

て
現
は
れ
、
.I:

方
は
人
間
の
自
然
R
對
求
る
關
係
で
：あ
々
ご
他
方
は
人
：間
相
互
の
：_

係
で
：あ
る
。
前
者
は
人
間
ど
自 

然

S
の
間
に
於
る
物
質
交
換
又
被
物
材
代
謝
の
_

係
で
あ
々
、
：後
者
は
人
間
相
真
の
間
^
於
る
勞
働
交
換
の
關
係
で
，
 

あ

る

：。

か

く

て

，
前

の

：

_

係
杞
於
.て
说
間
の『

生
*
カ
.

』

が

：現

ば

：れ、
後
め
咖
#>
^
於
て
#
等
：の『

生
淹
關
係』

が
現
は
れ 

る
の
で
あ
る
？
：.夫
故
.理
論
經
濟
學
：» ,
本
來
社
俞
關
係
た
る
生
.產
_
係

を

取

极

ふ

：：の

で

：
は

あ

る

、が

.
、
,
之

ヒ

木

可

分

な

統
 

1
,
_係
に
あ
る
自
然
的
技
術
的
要
素
を
常
^
必
要
な
範
園
^
於
て
硏
究
：の
：內
^
取
入
れ
.な
け
：れ
ば
な
&

ぬ
：：。

然

し

限
 

界
效
用
學
派
の
如
ぐ
.、
：：對

象

の

主

客
'?
:
顚

倒

す5
:
:ミ
ゾ」

«
絕

對

に

：
不

可

で

：
あ

.る
。
何
故
な
ら
ば
、
：'シ
，
ト
ル
ッ
マ

ン 

が

非

常

：に

，：正

當

代

指

摘

し

セ

：

'居
る
如
く
、：

『

:§
然
的
：範
_
は
、
:'
箪
^
>經
濟
'視

象

；の
：完

成

：
の
；爲

の

技

«
的
可
能
性
を
與
ム
：

パ
る
ヒ
過
ぎ
’
な

い

か

ら

で

&

る
ノ
ハ
⑴
技
に
ョ
を
尸
ヾ
^
名
公
^
厂
ぎ
^
代
”
く
^
デ
认
を
ユ
さ
^
^ ̂

T
i
l).：

- 

I
J

•.
:

.し」

.

-

'
 

:
-
• 

,

吾
々「

は
觅
^
對
象
0
第

ニ

の

規

定

，に

移

る

.
0

|
: 

V
:

.
:
:

ニ
：、
现
論
經
濟
學
は
經
濟
關
都
を
其
の
對
象
ど
す
る
.:°
.
'
f
.

.此
の
.第
一1

の
規
定
ほ
經
濟
學
は
經
濟
を
硏
究
す
る
の
だ
ど
去
ふ
や
ぅ
な
、
單
^
同
意
語
反
復
的
化
聞
へ
る
か
も
知 

れ
な
い
。
S

し
此
處
で
斯
る
規
定
を
擧
げ
たの

は
#

別
の
：意
腺
が
附
與
さ
れ.て
®

る
の
で
あ
る
。0
h

理
論
經
濟
學 

は
凡
ゆ
る
他
の»
會
(1

係
^

^

法
«

關
係
、
政
治
關
係
、&
理
的
8

德
的
0
關
係
等
！

か
ら.
§
か
い
か
4

» -
&
ぬ 

:
c經
濟
關
係
め
意
味.は
：次
の
節
で
說
明
す
る 
>
の
み
を
其
の
對
象(£
:

し
て
硏
究
し
得
る
：か
、.夫
ど
も
參
か
4

:か
き
# '
卜 

前
«

ど

し
.?
:

の
み
硏
究
し
得
る
か
の
問
題5:
耽

扱

：ふ
の
：
で

あ

る

。

..

:筆

者

ば

此

：
の
«

^
於
で
第
1
の
立
場
を
取
：る
の
で
.あ
る
。
ど
：云
：ふ
の
.ば
、，
經
濟
關
係
.は
他
.の
社
會
關
係
を
前
提

 ̂

せ
ず
、
：逆
ヒ
他
の
社
會
關
係
が
經
濟
關
係
を
前
提
ど
す
る
が
ら
で
あ
：̂

。：趑
が
勿
論
瑰
實
0
社
會
關
係
^
於
て
.は

、 

海
濟
麻
係
ビ
他
.の
®]
:#
®
係

^
が
夫
々
別
々
k
存
す
.る
の
で
は
な
く
、：
不
可
分
の
：統
一
ヾ」

し
て
現
は
れ
る
が
、
' 唯

t 

經
»

»
係
は
全
«]
會
關
係
め
-»
立
變
數
項
5:
.表
は
し
、
他
の
1|
:
,
會

關

係

は

從

屬

變

數

須

を

，
表

は

す

も

：
の
，
：
で

あ

つ

.

て

、
： 

央

故

ド

乙

そ̂
論

經

嘗

寧

は

經
.
關

係
?:
他

の
)]
1
|
:食

關

係

ょ

；
4
獨

立
^
對

象

ぜ&

て
*

究

し

得

る

控
 

:

ノ
斯
る.意

味
.の

對

象

の.第
^

の
：
規

定

.

妃

於

て：、：■

吾

：
々

は

先'づ

最

初.の
'規

定

：
の

範

圍

：で

ば

共

同

の

歩

調

を

取

：つ

：

た
ft
會 

的
法
的
經
濟
學
派
：ど
分
離
|,
'
:な
け
，れ
ば
な
ら
.な
く
な
る
：0
デ
.
.ィ
I

,
は
シ
ュ
タ
ム
ラー

の
社
^
哲
學
^

^
ぃ
て
'
、
It 

龠
的
經
濟
現
象
0
:認
識
條
件
ヒ
レ
て
法
律
形
式
靶
認
め
彳
.從
今
^

,
第
二
一
十
’
五

#

§

七
5:
:

.
理
：
敵
經
濟
學
®

l

:

望

,

：

六
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理
識
M
濟
#
の
、對
象
' 

' 

锒
三
虢
.

‘
〇

«
關
係
5:
引
參
入
れ
て
居
る
>
"

(

拙
稿
、
-
苗
學
會
雜
誌
.、

タ
么
ラ： 

丨
の
經
濟
舉
の
_方
_
論」

參
照
.

)

デ
ィ
ト
ゲ
ば
ー
先
ぱ
引
用
し
た
理
論
經
觀
學
の
對
象
の
規
定
^
關

ず

る

箇

所

^

於

て 

次
の
細
ぐ
云
つ
.て
居
各
。
.

『

斯
を
結
：合
.5:
';造〜

出

1>
、
又
人
間
の
^

立

せ

し

あ

る

所

の

：。

'
共
同
生
活
：の
.轉
成
カ
.は
：
何

で|あ
る
か
»'
'
'
0斯
る
典
同
生
：活
?:
1

.
す
る
カ
|は
：

夫
ば
入
^ ;

を
豬
合
し
、
外
：的
强
制
に
依
づ
て
共
同
，生
活
の
械
目
^

る
規
制
ミ
規
g

t

*
へ
、：«

く
じ
.て
初
め
て
規
制 

せ
ら
れ
、
秩
序
附
け
ら
れ
だ
共
同
生
活
を
可
能
^

し
、：
從
つV

經
濟
的
文
化
を
可
：能
な
ら
し
め
る
。
經
濟
视
象
は
入 

間
の
經
濟
行
爲
が
何#

か
：
の
：方

法

忙

於

で

被

序

_

け
ら
れ
て
居
气
，.且
0

斯
く
し
：て
人
間
の
自
然
的«

動
生
活
が
理 

性
的
な
社
會
生
活.忆
高
め
ら
れ
る
場
合
纪
初
め
て
存
す
る
の
で
あ
る
。
：余
の
％
0

ヒ
汝
の
も
_办
^

對
し
で
、
又
幽
體 

か
6

人
問
ゆ
双
.方
的
« >

利
義
務
卜
4

し
て
#

,

3
 

;

€

€

_

#>
>

.

|1 > 

上
の
研
究
對
象.た
.
6得
る
も
の
ビ
し
て
通®

さ
れ
る
譯
で
あ
る。
' 我
々
は
此
の
場
：合
勿
論
，51
に

近

時

の

：高

度

に

'
發 

達
し
た
法
律
關
係
を
考
へ
る?:
要
$

な
い
，
、

旣
^

慣
習
法
の
最
も
幼
雜
な
形
式
が
此
の
秧
序
を'設
起
し
、
人
間
相
互 

の
經
濟
的
取
引
に¥

る
讀
[0

ぢ
る
原
則
5:

造
6

出
す
^

充
分
で(

あ
厶
：、':
而
し
て
鮮
さ
形
式
代 

ば
、
：如
何
な
る
社
會
的
典_

_

活
も
术
可
能(

で
あ
.る
.？
然
る
限
办
に
於
て
、.正
赏
ド
シ
"
ナ
タ
么̂
^
^
^
^

^

規
制
さ
れ
^

秩
序
な
き
社
#

生
活
の
存
せ
％

る
乙
？
が
主
張
さ
れ
て
居
る』

ど
。(

漂
£

1

1

&

.
 S.

 

5
)
：

右
の
引
用
句
^
セ
明
が
な
る
如
ぐ
、V

ィ
f

广
は
法
律
關
係
を
以
つ
七
實
際
上
全
歡
會
關
係
、
從
つ
て
經
濟
關
係
. 

の
梢
成
カ
ビ
鬼
，
常
然
法
雜
關
係
を
理
論
經
濟
學
の
對
象
中
に
引
入
る
可
き
乙
k

を
主
張
し
て
居
る
。
此
の
點
に 

於

七

デ

^
ィ
-
丨

^

は
全
ぐ
シ
ー
广
タ
ム
矛
丨
の
社
會
铒
學
を
誤
用
し
て
居
る
の
で
ぁ
る
。
本
來
シ
ュ
ク
ム
ラー

は
力
ン
ト

の
先
驗
的
認
識
論
k

從
つ
て
、
：法
律
が
經
濟
に
對
し
て
先
驗
的
に

(

論
现
的
に〕

先
在
し
、
形
式
.ビ
し
て
經
濟
を
规
定 

す
る
き
_

ふ
^

留
ま
つ
；て
居
る
が
、：

デ
ィ
ー
火
に
あ
つ
て
は
恰
も
现
實
の
經
驗
に
於
て
法
栉
が
先
^

あ
つ
て
、
初
め 

.

.て
經
濟
關
係
を
#

成
す
る
が
如
く
遮
べ
：て
居
る
。C

ヵ
ン
ト
，の
先
驗
的
®

念
論
其
も
の
：も
、
现
論
經
濟
學
の
方
法
の
甚 

■

礎
ゼ
な
し
得
な
^

こ
？
は
、'
方
法
論
の
章
^

行
0

て
か
ら
述
べ
：る
0

^

6

^

あ

る
-:
0)

：

:
■だ

が

.現

實

の

歷

史

的

過

程

に

於

て

は
、；
^
ビ
全
く
反
對
の
t

ど

.が

眞

實

で

あ

る

■ 
°な 

•の
發
達
ビ
平
行
し
て
拧
は
れ
.る

。

然

、し

經

濟

：の

條

件

を
：：

造
A
出
す
の
は
法
律
で
は
な
く
、
，
®

.

て
、::

そ
の
.發
興
^
必
：要
な
る
所
の
法
律
秩
序
5:
造
ヶ
出
す
0
で
あ
る
0 

.
法
律
は
事
實
經
濟
の
：發
達
を
妨
げ
#
'-
5
:も
、

1

ダ
•
レ
シ
ナ
ー
で
あ
つ
て
、
常
時
彼
は
'ォ
I

..
ス
ト
ソ
I
の
官
进
の
地
位
に
あ
つ
た
關
係
上
、
右

^
勿
念
匿
名
を
用 

ひ
た
の
で
あ
る
。
此
の
本
は
久
し
く
絕
版
ど
な
つ
^
居
りV

、
：

容
易
に
手
^ ；
太
ゲ
靡
い
も
の
で
あ
つ
'r2
最
近
多 

少
手
を
加
へ
て
«
び
出
版
^
れ
た
。K

a
i
i

 

R
e
n
n
e
r
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D
i
e

 

a
o
w 

1929
〕

k
於
て
法 

律

V

M
濟
の
相
互
關
係
0
問
題
を
竭
細
に
务
析
^
て
居
る
'。
彼
は
其
：の
：研
究
を
所
有
權
め
機
能
の
變
化
に
限
'
 
以 

ら
'て
經
濟
が
法
律
を
規
定
す
る
か
、
夫
ビ
も
法
律
が
經
濟
を
規
定
す
る
が
の
具
體
的
問
題
を
解
決
せ
ん
<£
し
た
。
へ
拙 

稿

、
H .
田
學
#
雜
誌
镇
ニ
十
®
卷
、
第
五
號
？「

勞
働
法
の
硏
究
方
法
し
六
四
頁
以
下
：參
照)

：
'
、
。
'
.,:
へ 

‘ ‘：力
ゲ
ネ
ー
は
.『

&

#

®ff
i

l

i
中
所
有
«

|—

を
仑
の
1
1
面

^

^

即

ち

を

の

法

#

的
、
及
：び
經
濟
的
#
蜜
か 

ら』

$
究
し
た
"
斯

く

セ

彼

，
は

所

有

權

の

規

範

的

構

成

を

'
令

の

社

#
的

機

能

がA
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別

：
し

：
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論
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學
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七

l
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:

『
總
て
法
律
は
意
志
關
係
で
あ
6
、就
中
個
人
意
志
の
總
體
意
志
へ
の
服
從
で
あ
る
。』

、Eb
c
n
d
a
.

 

S. 

6
8
)
『

吾
々
が 

:'
1' 定
办
秧
序
釔
靜
北
せ

る

も

の
：？
^

^

、

：：「

或

备

時

期

技

？
歲

定

し

尤

挪

察

す

る

.

場
.合
ド
の
み
、
：®
々
：̂

法
#
制
度

 ̂

.

.經
濟
過
程
ゆ
或
.-
6
賴
互
：依
存
忆
'就
い
で
語
'6
:
;得
る
4
雨
者
ば
€

の

銃

--
,
內
抝
粉
9-
ず
、：

ff
i
に
へ
l

o

w獬

腺

す

气』
(Ebrndar::s': 7

4
3

N'
,

說

：

，

;'

也

、方
：法
_

^-

經

濟

が

發

風
R

於
：1て
«

察
豸
れ
る
揚
合̂

は
、
爾
 

『

.法
#

制

度

は

親

範

办

滅

體

：ー
で
あ
る

;'
;<?此

の

令 

が
^

の
ち
の
：；

>

機
能
.ば
變
化
.さ
れ
、
：擗
：大
さ
れ
、..
'
:
®

:

場
合
機
能
の
：變
.化
が
■存
ず
る
：

o
』
，®

e
n
d
a

•マデ
 

,

:
.

『

單
純
商
品
生
產
に
於
て
，は
、じ
そ
の
法
律
形
式(

規
範)

：ほ

經

濟

組

織

：を

 

•

へ『

手H

業
的
生
：產
め
、全
盛
時
代
.化
於
：

W

ば

：、
：
一

，：
般
R
都

市

は
一
家
族
ょ
6
教
る
家
^

&
成
0
:て
®
つ
：た
？
家
を
謳
歌
 

す
.る
詩
歌
の
總.て
：は
ノ
之
の.霜

を

歌
0
だ
岑
の
：で

あ

气

义̂
^̂
^̂

あ
る
0『

家
：

』

は
家
族
を
表
は
し
、.
職
業(

商
：店
、
：'營
業所

； }

を
：表
は
k

し

て

居

る»
か

々

で

：
な

く

ゾ

全

德

.
9

1

部
ぷ
し
セ
營
業
.及
：び
入
を
も
表
(±
し
て
房
つ
た
o
乙
の
時
代
^
於
て
は
、『

所
，
 

有
權』

.は
軍
な
：る
論
现
的
法
律
形
.
.式
S

、
省
®

で
は
な
ィ
ー
寧
ろ
或
る4

人
；の

か

の

エ

〃

ブ

*
ゥ
ン 

ト

•
ァ
ィ
ゲ
.シ
、(E

r
b

 

u
n
d

 

E
i
g
e
n
}

社
、
夫
け
所
屬
す
る
凡
ゆ
る
：物
を
包
括
：し
た
家
麈
敷
：で
：あ
：々
、
今
日
.の
法
#
學 

者
^
侬
れ
ば
>
所
有
權
客
體
：の
：總
體
^
な

岑

れ

る

所

の

、
：
全

然

特

定

..：の，
®

成

る

.個

人

に

屬

す

る

斯

る

『

ア

，イ
.

；

ゲ

ゾ』

は
.、
主
人
ど
そ
の
象
族
^
生
產
の
場
所
、
即
ち
作
業
揚
ミ
原
料
貯
1
所
ど

;を
、紡
ぎ
‘部
屋
亡
裁
縫
部
屋
ミ
を
.、家
：內
庭
園
そ
の
他
の
翁
作
地
々」

を
‘猶
例
'は
都
市
森
林
の
”處
分 

れ
は
又
咖
4

.

,か
« '
4

?
即
ち
街
路
店
鋪
を
提
供
じ
^

—

を̂
し
^
、
手
0:
業
は
^

^
处
皆
で
ぁ
る
か
ら
、
賣
買 

な

る「

回
の
行
爲
k
於
て
、
價
値
^
佘
SI
J

M
値

€
の
實
現
、
總
て
の
分
配
が
行
は
れ
ね
の
で
：あ
る
。
K

R
又
、
斯
る 

ァ
ィ
ゲ
シ
：は
、
：同
時
^
消
費
の
瘍
所
す
設
備
、
即
ち
往
宅
、
.
世
帶
、
貯
藏
室
及
び
穴
藏
で
あ
つ
^
。』

.『

農
民
の
ホ
:!
フ
.
•ァ
ゥ
フ
•
デ
ム
•
ラ
シ
ー
ド(

？

£ 

s
f 

d
e

日

1
>
3
1
1
^

(

手
1
-
}業
時
代
の
農
民
の
不
動
產
^
對
す
る
相 

續
せ
ら
る
.

、
所
有
權〕

k
.付
^

%
.
同

樣

で

あ

る
;°
.家
.

ホ̂
ー
フ
.ギ
は
、
：：此
の
-®
合
法
律
制
度
.か
意
識
的
に
或
は
無
意 

識
的
R
:失

^
:調
和
し
た
所
0
:
、■

:

形

態

ビ

：
し

て

.

妥
當
す
る
。
：夫

々
の
地
方
に
»
し

て

、
へ
此

の

調

和

の

時

期

を

夫

'
々

歴

史 

上
確
定
し
得
る
0』

'

'

;

.

:

'

:':
:
:
モ
 

パ 

/V

吾
々
.は

之

ど

：現

在
^
5:
比
.較

.^
て
み
や
ぅ
：。『

何
ょ
ぅ
も
先
づ
_
本
的
事
實
:^
村

rc
«
る
な
ら
ば
，
所
有
權
の
法
律 

(

独
、
：：
規

範
ミ
し
て
の
法
俅〕

は
、
そ
の
向
一
ヾ
を
#

*

し
て
*

た
_̂

而
も
全
4

き
フ
な
の
で
あ
る
'

?

即
.
ち
、
：怫
蘭
西
の
民 

法
典
、
普
魯
西
の
州
法

、
k

太

利

民

法

典

等

.の

规

範

故

、'
今
日
^ ：
縣

セ

も

尙

ほ

效

カ

を

持

つ

て

居
ク
、：

新
獨
逸
民
法 

典
中
の
所
有
權
は
？
：.
.以
土
の
諸
法
典
に
於
け
る
4
-'
'

6

%
寧
ろ
：一:
»嚴
格
.
^
^
^

等
0
規

範

の

：
變

遷

も

：
存

：さ

s

o

で

あ

名

：
。

』

：

V

へ

a

-
,
::
'

r:へ
：
：V:

ハ̂
^

:
『

然
し
事
實
上
ば
、
吾
々
が
ょ
く
考
察
す
る
時
は
十
分
.
驚
か
す
R
足
：.る
：程S

、H

著
し
s
'變
化
が：.

行
^
^
^

1

家
族
ょ
り
な
る
象
も
、
斯
る
家
：を
織
込
ん
だ
全
小
字
宙
%
卜
：文
字
通
り
化
粉
碎
这
れ
た
の
セ
あ
灸
？

::

^

:;
:
吾
々
は
最
早
家
を
持
た
な
い
.。
：：
吾

■々は
單
化
住
居
を
持
つ
セ
廏
為
^

番
地
ぜ
月
ロ
.の
番
«

尽
^

*
減
し
た
:.
°

#

々
：
は

幸

ひ

に
^

居
住
者
^

し
.：て̂

#

^
れ
た
の
^

あ
る
。
、

- 
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七
.八
し
辅
論
躺
濟
學&

象
，
 

2

2

'

七
四

.ベ
'
何
が
；

一

家

族

な

：る
象
把
入
れ
代
つ
た
が.：？

も
.の
：第
—
;の

部

分

：で
あ
.る
所
の
作
業
揚
は
、：
:'

も
ぎ
取
ら
れ
て
、
：
 

漂
流
す
ふ
木
片
ど
な.つ
た
一
^

最
木
都
合
好
く
行0
:て
％
、
.使
居
が
：階
_(
1
比
在
る
な
ら
ぱ
地
卞̂
^

い
;'
0

:通
常
の
場
合̂

は

、
ヾ

作

業

場

の

數

々

は

、
：.±

部
崑
k
就
'て
も
.亦
同
じ
で

あ
る
。
家
の
小
庭
^

は
、
都
市
の
郊
外
の
蔬
菜
圈
は
集
中
せ
ら
れ
？『

家
め
田
灿』

、
家
の 

淼
林
も
赤
叫
じ
運
命
^
遭
遇
し

た

I

街

8
店
鋪
；は
も
ぎ
取
ら
れ
る
か
，
又
ば
商
品
倉
庵
^
集
積
さ
れ
る
か
の
孰 

れ
か
年
な
>
、
'
居
室
ほ
賃
貸
家
屋
^
、
：
糧
食
貯
藏
室
ば
倉
料
品
店
^

，

穴

藏

^

_

ド

一

部

の

織

ビ

は

料

现

/ £
,に
集
中 

さ
れ
た
ャ
要
ず
る
比
>
小
宇
宙
は
令
の
«

パ
の
原
.：子
^
分
解
.
3れ

，

，夫

等

ば

新

た
^
集
|«
化
 ̂

m

'K
乙

れ

だ

：
け

：
で

：
は

な

い
o
育
兒
_

は
幼
雅
»!
、
，宵
兒
院
、
學
校
、■'
.#
宿
學
校
等
の
公
の
施
設
代
集
屯
さ
れ
、
，養 

老
部
屋
は
養
老
院
^

、
病
床
は
锻
養
所
に
集
中
3
れ
、：
職
人
く
徙
弟
^
は

家

族

團

體

：
の
：外

^
於
て
生
活
す
る
に
至
：つ 

た
0
姑
す
ら
無
慈
悲
に
珞
家
の
外
に
逐
ひ
出
3
れ
た
0

;

^

-

;
:夫
故
所
有
.權
の
客
體
の
變
茁
が
行
は
れ
た
之S

は
叨
か
で
あ
るP
、
物
的
小
宇
W

は
分
解
S

れ

た

。:■
'.

」

然
し
斯
る
物
的
推
移
は
、
'事

實

11
1
.の
主
.體
の
變
吏
な
b
fc
は
不
可
能
で
あ
.
.
^
^
。
1
:單
純
な
：る
商
品
生
產
0

『

ァ
ィ 

ゲ
.
.

X
K
r

ェv

フ
•
ゥ
ン
ト
•
ァ
ィ
ゲ
ン』

は
、
其
.の

物
.的
分
解
ミ
同
時
^
、

所

有

主

め

人

格

：か

ら

；

^
:一
：
つ
一
：
つ

分

離

せ
 

ざ
る
?:
#
な
か
つ
拕
。
.,
:
己
の
主
體
の
推
移
は
、
.所
有
主
の
方
而
か
ら
見
れ
ば
：法
律
的
譲
*
で
あ
{
、
収
得
者
の
方
而 

か
ら
見
れ
ば
領
得
で
あ
る
。：

夫
は
法
規
k

依
：っ
て
强
制
さ
れ
た
も
の
で
.は
な
ぐ
、
ヾ
寧
ろ
» >
^
如
か
收
，奪

^
領
有
：で
あ 

る

？

か

や

ぅな
所
オ
權
及
び
其
他
：の
類
似
；の
.法
_
制
度
.̂
於
け

る
事
» >

办4
、

、.法
律
上
で
ば

な

い

所

の、
へ
主
0
り
7f
f
i 

移

の

意
«
に

於

て
.
の

み

、

マ
ダ
ク〕

ス
：は

收

奪
.な

：
る

言

葉

を

用
a

て
K

A

、
：
又

斯

る®

味
k

於
.て

の

，
み

、彼
は
现
解
3

れ
ん
乙
ど
を
欲
し
イ
居
る
。

如
何
な
.る
自
然
的
丨
社
會
的
法
則

C

決
し
て
法
#

規
範
で
は
な
い
t
oが
斯
る
進
化
を

成
し
遂
げ
お
か
、
は
：旣R 

力
！
々
•

マ
グ
ク
ス
の
詳
細
に
宜0
て
證
明
し
た
所
で
あ
る0
彼

も

亦

一—

吾
，々
が
彼
の
例
に
從
つ
：た
如
く
|
丨
取 

純
な
‘る
商
品
生
產
か
ら
出
發
し

V

、
先

づ
最
初
に
、
敢
純
な
る
商
品
生
產̂
..於
て
は
、.總
て
の
商
品
«

、
：'そ
の
.偾
攸 

に
從
■つ
て
、
換
言
す
れ
ば
商
品
に
費
さ
れ.た
牟
均
的
1社
會
的
必
要
勞«!
|

時

問

に

：從
つ
.
て

、
.
交

換
^
.れ
ね
，ば
な
ら
ぬ乙
 

ビ
，
此
の
場
合
吏
に
偾
格
せ
偾
値
ミ
は
通
常
ニ
 

.致
す
る
乙

ど
を
®

明
し
て
®
る
。
BI
R

こ
の
經
濟
階
段
R
あ
つ
て
は
、
 

土
地
、
自
然
素
材
、

®
に
自
己
：及
び
他
人
の
勞
働
力
は
、
殆
ん

V

同
等
の
關
係
に
於
て
：入>
込
ゼ
が
故
レ
、
總
て
：の 

生
產
條
件
は
區
別§
れ
るn

W

な
く
、
'愤
値
及
び
佘
剩
偾値
、
.地
代
、
、
利

潤

、
、
約

言

す

れ

ば

、
，
總

て

：
の

經

濟

的

範

疇 

は
、
勞
働
^

勞
働
收
益
ど̂

還
元
さ
れ
る
の「

で
あ
る
。
勞
働
の
み
が
债
値
を
形
成
し
、
创
造
す
る
も
の
で
あ
る
、

€ 

云
ふ
事
實
が
特
忙
目
立0
0
も
亦
之
の
：階
段
に
於
て
ビ
あ
ネ。
' ■

:

マ
ル
ク
ス
0

思
想
家
^

し
て
：の
獨
：特.な
業
踌
は
へ
.
第

 

ー̂

彼

が«
*

.な

々

商

品

生

產

の

：資

本

主

義

的

生

：產
方
法
べ 

の
必
然
的
推
移
を
指
摘
し
、:こ
れ
を
分
析
し
たif
i

k

始
ま
る
。.
こ
の
分
析
は
ノ
同
時
紀«

れ
.
た

る

法

制

史

的

價

値

を 

持
つ
七
賢
る
0
,乙
の
：分
析
は
、：
：規
範
の
：社
會
的
機
能
.の
變
遷
は
結
局
ド
於
：て
规
範
を
變
革
せ
ざ
る
?:

得
な
い
.孓
^

あ
か
、
.'(

註
、：

規
範
ミ
し
て
の)

法
律
は
經
濟
關
係
に
依
つ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
：で
あ
る
、
ビ
沄

ふ

眞

理

：
の

雜

5r

彼
R

與
，
へ 

穴
。
：

』

：V 

- 

■ 

- 

• 

;
: 

. 

.
:
: 

:
:

■■
■
.
•
.
 

v
,
.
- 

へ
ヵ
ル
：ネ
々
：
は

觅

に

親

族

法

、
相

續

：法

等

：
の

«:
會

的

機

能

の

變

化

を

_詳

細

に

分

：析
1,

ク
：次©
如
&
:結
論
纪
達
し
れ
。

.
T

M
に
吾
々
の
知
れ
る
⑽
く
、
財*
制
度
は
、
そ
の
法#
的
性
質
_

ノ
規«
ゲ
は
，何

等

の

變

化

5:
'

來
た
^

ず
し
て
、
比 

第
二
十
五
卷
C
H;

七
.九〕

娌
諭
經
還
の
對
象
：

 

：

雙罅七五



. 

'翌
1十

艽

卷(

.三
八
9

:

讓
經
濟
學
逢
象
 

'第

秦
'

七」

、
 

較

的

短

期

：證

：
充
分
へ
の

#

達
を
：遂
_

,
全
：f
の
；變
革
を
侔
：な̂

時
^
法
律
制
度
の
變
苹M

3
k
:

行
.比
れ
得
る
i
>
^
:
p
:

明
す
：$

確
か
&:
ャ
法
^̂

な
い
：；、
£

5

命
題
が
證
明
さ
れ
る̂

见
ふ
。
：
上
：揭
の.输
^

-

の

場

合

前

提

：で

あ

々

、

'條
件
.で
は
あ
る
が
、：義

化

の

M >
か
：で
ぼ
な
：い
芝

.即
ち
«
純
な
名
.商
品
生
產
化
適
應
^

,
所
0
法
律
秩
序
ば
、
：
^
の
薏
義
を
此
办
»
礎

に

依

：：
っ

て

與

：
、

そ
の
：基
礎
を
：維
持
し
、V拘

束

す

：る

や

ぅ

^
定
め
&

れ
'
で
居
る
の
だ
が
、：：此
の
法
律
秧
序
ば
其
の*
礎
の 

な
い
。
社
會
生
活
の
實
質
、
.

即
ち
種
：の
保
存̂;
W

生
產V」

は
.法
律
形
式
が
同' 
1
>に'留
っ
て
罟
る
場.合
^

全
.く
.其
の
性 

質
を
變
$

,

る
の
：
で

あ
_っ

セ

、
法

律

形

式

.は
變
：化
の
原
因
で
は
な
い
？
法
律
制
度
の
社
會
的
機
能
は
そ
の
法
律
上

(

輯 

範
V

の
變
，化
：歆
くy
v

、>
變
名
の
で
あ
る
。-

』

：

彳 

：
：：

た

.
'經

濟

は

そ

，

_の

內

在

的

法

則
^
遞S

て

：發

展

す

.る

^

反
し

'

法
律
は
唯
へ
革
命
的
行
爲
の
形
^
於
て
の
み
、
其
の
社 

會
的
機
能
h
適
合
し
得
る
。
法
律
は
經
濟
を
規
制
す
0
形
式
.で
あ
名
：が
故
に
、
ー
常
k
:制
動
機
た
を
に
留
る
が
：、：
決
し 

.て
因
果
的
に
I
K
O
發̂

展

の

：決

楚

要

素

で

は

汝
s

の

で

あ

冬

。

：

'.

^

.
:
:
:

' :
.

:

斯
く
て
、
シ

ュ
タ
ム
一
フ
咚
が
先
驗
的
觀j

.

の
.世
界
內
で
德
ち-H

げ
た『

法
'律
.形
式
は
.經

濟

：
の

認

識

條

件

で

あ

る

』 

ど

去

ふ

命

題
'も
、.
又
之
を
經
濟
の
事
實
的
過
程
の
說
明
原
理^
用
ひ
^

^
理
論
經
濟
學
の
對
象
ば
法
律
形
式
を
俟
っ
、
 

て
初
め
て
成
立
す
る』

S

攻
す
デ
ィ

1

ル
の
命
題
も
、,

共
現
實
の
；過
程̂

相
矛
喔
す
る
之
ど
が
明
か

〜

な
っ
た
。 

正
.に
»

濟
は
法
律
形
武0
規
範)

が
同
r

k
留
っ
戈
居
ぶ
簡̂

^
';
'
:之
ぜ
獨
突
じ
'て
;:
>

自
&

の
內
^

的
法
則
^
足
っ
て 

變
化
す
る
グ
故
廣
關
係
を
法
律
形
式
か
ら
獨
立さ
せ

て

、

研
究
對
象
どす
る

を

极

る

の

で

あ

る
o

.
之

匕

反

對

'
R、'
,
;
若
.じ
隹
律
辠
が
.死

ん

、
处

學

問

：で

は

：な

 

學
間
た
ら
んV」

欲
す
X
V衣
-
ば̂
、■無
機
能
な
る
.法
律
形
式C

規
い 

範 

>
.の
解
轉
で
は
な
々
、：

「

常

亿

--
定
め
經
濟
_
係
を
前
^

^

は

な

が

ら

う

か

ど

.

.
：

 

.
，
.

_

;

.
勿

論

：
デ

：
ィ

1
.

グ
V

M

\
時

化

經

濟

：關

係
5:
规
制
如
得
ざ
る
法
律
規
範
が
事
實
存
す
る
こ
^
を
泰
：め
て
居
る
。『

住 

民
の
.
ど
« '
-M
>
が
或
る
法
德
規
定
R
全
然
反
抗
し
て
居
る
場
.合
に
；は
ノ
其

の

法

規

：は

丁

度

例

へ

ば

；ベ

シ

ン

>>\

デ

ィ 

が
報
告
し
て
居
る
や
う
^
無
力
れ
る
.
R
留
.る
で
あ
ら
う』

.ど
？ (Diehl, 

E
b
e
n
d
a
,

 

S. 

4
4
)
：

デ
ィ
I \

は
最
初
マ
ル 

ク
ヌ
.̂
同
じ
く
理
論
經
濟
學
の
翁
象
を
社
會
關
係
ビ
规
定
.1
,
な
が
ら
.、：
此
の
.點
^
於
て
急
^
觀
念
論
的
歷
史
観
に
®
 

入
つ
て
終
0.
て
居
る
。
：即
^

彼

は

.
、

:;
达
法
者
の
無
カ
を
經
濟
的
茶
礎
^
歸
方
ず
6

^

I 

'

?■
.

.

}

 

.

.

. 

,

I:—  
.
.
.
.
.
.
. 

. 

- 

'
• 

.

.

.

.

終
り
.

H

居

气

：ニ
：
Q
 

V
,
,
-
,

菩
々
ぼ
次
咬
經
濟
關
係2:
政
治
關
係
か
6

獨
立
し
：.て
、
：«
象
ビ
す
る
を
得
る
か
：の
問
題
を
取
扱
は
う
9
蓋
し
现
論
諭 

經
濟
學
の
對
象
中
に
政
治
關
係
を
も
引
，入
れ
^

尨

す
.^

立
®

:^
、

-

^

以
つ
て
呼
ば
れ
て
居
る
。
勿
論
：種
々
攻
石
：權
カ
學
說
中
^;
:は
、：：.：權
カ
な
名
樣
念
を
政
治
的
權
カ
以
外
の
意
味
ド
用
ひ 

る
も
の
が
あ
る
。.例
へ
ば
、

『

社
會
的
霧
橫』 (

i
i
a
l
e

名

l
l
k
a
r
y
r

法
律
違
反』

f

 w

a-s
c
h
a
f
t
H
c
h
e

 : A
u
^
e
u
t
u
n
e
:『

優
勢 H

' eb
e
r
B
a
c
h
t
)；『

暴
力
.

』

.
s
e
^
a
l
t

)

.等
の
.意
R

用
a

る
者
^
あ
V-
6
o^

g
j

.

: 

.

.

.
' 

.

.

' i

■•
■

■

■

H
a
s

 

H
o
n
e
g
g

n>r, 

D
e
r

 

,
c
h
t
g
e
d
a
n
k
e

、で
•

;s
*
s
: 

produkti^nsfjroble

日
，i

^
s
c
h
m
o
l
k
r
s

 

J
a
h
r
b
u
c
h
.

 

4
9

 

J
a
n
r
^

 

H
e
f
t

 

162 crs,. 1
9

R

A
r
t
h
u
r

 

- 

d
. 

s
o
.
, 

3

5

3‘：.然
し
此
處
で
は
®
 

ら
政
治
的
權
カ
學
說
，

&

問
題
：ど
ず
る
？
，.此
.の
：立

場

：を
.取
る
有
名
な
者
^
し
^
は
：、
V
E
U
g
e
,̂
0
朞

i
n
g
r
i
c
c
u
r
l
;
:

 d
e
r
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1
。
)

等
が
あ
る
：
0
 

へ
,;
•

◊

■:
-■',ワ
'
ふ
；十
-

-

 

- 

.

.
H
. 

^

一
へ
例
へ
.ば
デ
、ュ
h

K

^

v

a

理
論
體
系
k
:於
て
は
；極
兮
て
決
定
.的
な
:-
同
，時
:̂
又
極
碜
て
_
:
痕 

g

k

a
及
本
る
$

^
ば

、
：
本

硏

，究

を

解

：ヶ

や

す

.
<ず

る
^

妃

無

駄̂

^

裁

本

的

な

：も

の

で

あ

0(
て
>
.經
濟
的
隸
麗
は
お
：デ1..

の

作

用

又

は

：
：

f

の
#
例

'で
：あ̂

:
從
.づ
：：
て

常̂
第

^:

。

近

顷

或

る*

三
.
.の
.社

會

主

義

现

論

は
.、'.
'

:

^

JH
皮

對

の

關

：

係

，
の
：
、

眼

：に

：
つ

く

が

t

、
の
、
' 

外
見
を
指
鐵
原
理
^

^

^
ノ
經
濟
狀
態
か
ら
政
治
的
隸
屬
擁
係
を
謂
は
ネ
生
^
立
た
せ

此

の

第11.

次

の

作

用f
の

も
.の
は
厳
存
し
て
の
み
で
な
く
、
現
在
で
は
夫
が
最
も
强
く
感
知

3
れ
は
す
る
、
け 

れ
^
も
起
原
は
之
：を
直
接
的
な
：る
政
治
的
暴
カ
^
求
む
；べ
.§:で
あ
り
て
、
.
^
:
<
ち
^

む
へ
さ
で
は
な
い
^

ざ
o
.之
を
證
明
す
る
爲̂

、
；彼
は
.ロ
；ビ
ン
ソ
y f

ノ
レ
フ
’ラ
ィ
デ
I

を
用
a

て
居
る
o
._ ロ
'ビ
ー
ン
ソ
シ 

が
フ
ラ
ィ
デ
ー
を
奴
隸̂

ず
る
i

は
'、,

1

つ
の
.暴
力
行
爲
で
あ
々
、
.從
つ
.て

1
の
政
治
行
爲
で
あ
气
.Z

の
奴
隸 

化
は
從
來
の
歷
史
0

出
發
_
で
あ
々
、
.根
本
的
事
實
で
あo
て
、
僅

か
に
此
の
奴
隸
化
は
.後
世
R
至
つ
て
綏
和
^
れ
、
 

『

ょ
6
問

接
な
る
經
濟
的
隸
屬

形
態
■

«

へ
：

』

ら
れ

疗
の
で
.あ
る
か
ら
、.，大
凡
經
濟
現
象
が
政
治
的
原
因
、
即
ち
暴
力 

か
ら
：.說
明
3

る
.ベ
S
,
も
の
な
.る
乙
ど
明
0

で
あ
る
ビ
。
：
.
ゾ

''
, 

-

H

ン

グ

が
ス

は

、

か

の

有

名

な

る

『

反

デ

ュ
!

リ

ン

，
グ

，
論

』
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k

於

て

、
此

の

政

治

的

權

カ

學

說

の

誤
■

を

明

瞭
k

衔

摘

し

『

テ
ノ
ー
ソ

ン
グ
氏
が
從
來
の
一
切
の
歷
史
を
人
間
に
依
る
人
；間
の
奴
識
化
^
歸
着
せ
.し
め
る
乙
ど
を
、
い
ま
假
 々

R

®

<IK
し
い
ビ
し
て
も
、
.之
ド
依
つ
で
は
未
だ
吾
々
は
事
の
根
柢
に
は
«
れ
て
居
ら
ぬ
o
寧
ろ
先
づ
起
る
疑
問
は 

ざ
ぅ
し
て
ロ
：、ビ
ゾ
ソ
ゾ
は
？
フ
イ
デ—

?:
奴
隸
ど
す
る
^
至

0
た
か
で
あ
.
る

。
’
.
た 

<

の
磁
み
^
か
?'
決
し
て
？

フ 

で
は
なS

。

疋
反
«

^
吾
々
は
、
フ
：ラ
イ
デ
.丨
が『

奴
隸
又
は
取
な
.る
遒
具
€
し
て
經
濟
的
勞
役
を
强
制
S
れ
、
を
し 

て
又
取
^
遒
具
^
し

，て

の

み

維

持
^
.れ
る』

乙
ど
を
見
る
0

ロ
ビ
ン
グ
ン
が
フ
ラ
イ
デ
？
を奴

！
！ v

し
た
の
は
、
寒 

&

フ
ラ
イ
デ
I
を
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
利
益
^
働
か
せ
る
た
め
で
あ
つ
た
-0
然
ら
ば
^
ぅ
し
て
ロ
：
ビ
ン
ソ
ン
は
フ
ラ
イ
デ 

I
の
勞
働
か
ら
自
分
の
利
益
.を
引
出
し
得
る
：か
？

,
日
く
、
' 口
、ビv

y
v

が
ス
：ラ
イ
、デ
丨
^
勞
働
能
丸
を
維
持
^
せ 

る
爲
k
與
へ
ね
ば
な
ら
^
よ
々
も
1
よ
6
多
く
の
.生
活
資
料
を
.フ
ラ
イ
デ
ー
が
备
の
勞
働
k
よCV,H.

生
.產
す
る
か
ら 

で
あ
る
。
だ
が
口
ビ
シ
ン
ン
は
、
、デ
ラ
I
ジ
ツ
グ
氏
の
明
白
な
る
命
令
^
.反
し
で
、
.フ
.ラ
イ
デ
！
を
奴
隸
^
す
る
Z 

ビ
に
依
つV

作

ら

れ

た『

そ
れ
自
體
の
た
め
.の
政
治
組
織
?:
_
發
«

岑

し

な

い

；
で

；
、
：
之

5:
媒

ら

糧

か

い

か

の

：
爲

の

手
 

段

^
し
て
.取
极』

：：り
：た
の
で
.あ

0
:
て
，
、
；
こ
：
、

^

於
て
#
は
そ
.の
主
入
^
る
デ
ナ
ー
ソ
，ン
グ
氏
ど
、
言
い
ぷ
風
に
ー 

致
す
る
’：か
は
今
や
自
ら
明
か
で
は
な
い
.；か
。
::
::

:

.

■

;

,

:

■だ
か
ら
デ
.ユ
ー

リ

ン

：グ
，
氏

が

暴

カ

を

『

歷

史

的

に*
本

的

な

る

も

の

』

ビ
し
て

證

明

す

る

爲
^
折

诉

獨

自

^

發

見

し
 

た
子
供
ら
しS

例
證
は
、
要
す
；る
.k:

暴
力
が
た
\
手
殺
に
此
茇
4
、
;:
經
濟
的
利
益
^
反
.つ
:̂

目
£
な
る
こ
ミ
を
立
證 

す
る
。
:'
'
届
的
が
夫
^
用
a
ら
れ
る
手
段
よ
々
も
,:

よ
•々

霞

本

的

な

：る
，
も

：の
，

』

：で
：
あ

る

：
や

ぅ

ド

、
，
脎

史

に

於

て

-は

經

濟：： 

關
係
の
方
が
政
治
關
保
^

-^
も
？
1
ぅ
®
本
的
®
も
.の
^
あ
る
0Ĵ

デ

,1

リ
シ
グ
>氏
^
生

れ

變

る

：：な

ら

い

ざ

知
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.
理
論
^
濟

'
'
笫n

r

號 

八
〇

6
ず
、
：̂
も
な
け
れ
：ば
租
.稅
が
阈
家
化
於
.て
只『

第

1
ー
^
の
作
用
1
で
あ
：る
^
:か
、：
支
配
的
の
ブ
^
デ

-3
_ァ
ジ
1 

.被
支
配
的
プ
士
ド
ク
：リ
ア
ー
ト
ょ
6
成
る
今
日
の
政
治
組
織
が
.

『

夫
自
體
^
た
め
^』

存
在
す
る
の
で
あ
つ
：て
、：

支
配 

的
^
軍
ジ
ー
ァ
ジ
r
,のr

糧
食
目
的』

の
爲
に
、-:
即
ち
利
潤
作
出
ビ
«
本
蓄
積
.ど
の
：爲 

W

か
、
 

思

：ひ

込

：
ひ

な
^
は
不
可
能
で
あ
名
。』

@

蔑
产
ぃ
ド

::
'

E

R此
の
乙
足
を
、:.
:〒
ギ
ン
；ス
：ン
的
空
想
の
世
界
か
ら
、.，
歷
史
的
現
實
の
世
界
妃
移
.し
て
見
て
も
同

じ

で

：あ
る
。

若
し「

政
治
的
狀
態
が
經
濟
狀
_

の
泱
定
原
因
で
あ
る
(-
-な
：ら
ば
.ハ
近
世
オ
^
ジ
ョ
，
ァ
ジ
：丨
は
封
建
：制
度
ミ
の
»

^
於
て
發
皞
じ
た
も
0
で
ほ
*
ぐ
^
>
:自

由

意

思

ゼ

孕

勢

れ

汔

封

建

制

度

の

寵

兒

：
で

な

け

れ

：ば

攻

^

ぬ

::
;
9 

何

人

も

知

：る

如

く

，

事

實

は

«:
の
5£
反

春

で

あ0
托

:^
.そ

の

初̂

し

、.：
ぞ

：
し

で

：ル

ゆ

る

種

類

の

：奴

隸

や

農

.奴
や
：の

內

が

ぢ

:次
^

ダ

ゲ

：ジ
；：ョ
ア
階
級
ぼ
：、
：
貴

族

，苳
の
：不

斷

'の

闘

爭

忙

於

：

9
'、

步
.
-

}

.步

：ぜ

權

カ

：地

位

を

攻

略

し

，

や

が

で

最

も

發

展

せ

名 

諸
國
^

於
七
は
、
被
等
に
代0
で
爱
配
權
を
攀
振0
た
の
で
あ
る̂

か
？」

：'
夫
ぼ
全
く「

經
濟
狀
態
：

」

の
變
化
^

ょ

つ

：て

^

あ

^

$

S

い
か
、
自
由
意
思
で
：か
闘
#
に
依
0:
七
：か
、：

«
は
：れ

：孩

の

：
で

あ

冬

？

.：封

難

貴

族

に
1

る

％

々
€
.
.ョ："
ァジ
ー

の
W
 

爭
は
、
田

！i

k

¥
る

都

市

の

闘

，爭

で

：あ

が

、
。
土

地

所

有

&
對

ず

る

：
產

業

、：の

闘

爭

で

あ

々

，

自

然

經

濟

に

對

す

る

貨
 

幣
經
濟
の
闘
辦
で
あ
气
そ

.し

て

こ0
蹦
#

^
於
け
る
ブ
ル
ジ
：声
ァ
の
決
定
的
武
.器
は
、
^

め
は
手
エ
業
的
な
、
、後
' 

R

は
マ
ユ
，ァ
ク
チ

H

ァ(

エ

場

手

エ

業
3
に

迄

進

步

し

た

、

淹

業

の

發

展
S

商

業

の

破

大
S

R

ょ

つ

て

絕

へ

ず

向

上 

せ
.る

彼

等

の

經

濟
.的
.權

カ

手

段

に

外

，な

ら

な

か

つ

た

。

こ

の

全

闘

爭

の

間

、

政

治

的

暴

力

は

貴

族

の

侧

に

あ

っ

た

。

-
-
政
治
的
地
位
か
ら
一
.

K

へ
奴
、
貴

族

は

一

切

で

ブ

./
ジ

？
ァ
'
は

無

で

ぁ

つ

た
•か

、
、
耻

會

的

境

遇

か

ら

云

へ

，
ば

、

ズ

次
^
福

.尤
は
今
|

家
柘
於
^
:最
最
霞
要
篇
^

_
級

で

與

タ

汶

ぜ

貴

族

は

賊

伊

凡

呶̂
 

.つ

弁
^
戈

狗

；
';
?
>ず

'^
»

_
は

所

得

：の
：

#
货

於
^
ゲ
4.孓

>
ブ
沁
デ
、

ァ％?

の
：全
生
違
は

—

マ
二
ュ
フ'ク
_

ァ
：ば

着

嗜

な̂

-手
エ
：寒 

で
^
べ
淡
1

セ
々
ズ
に
冲
世
の
封
建
的
政
治
形
態
ょ
^
太
>
週
言
_
磨
没
た
の
は
、.：而

龙

侬

然

劣-1
>
て
庙
^

形

顧

內

奶

押̂
込
1
叫

等

ぬ

翁

！

i

即
^
尊
ら
勘
瘅
の
那
魔
物
や
桎
艰
龙
在
ネ
果
冗
た
翁
千
矽
ギ
^

^
的
特
權
^

ヵ
地

方
的
：及
.び

敎

焉

■

_

8

:
攻
^
の

凡

龙

泠

受

^

、
'儘

5

.
込
«>
$

^

1
の
革
命
歧
奪
に
之
代
終
焉
变
浩
げ
氾
豫
た
デ
だ
辦
然
し
^
播
く
終
焉
せ
^

^
る
^
當
办
ブ
^

の
革
命
は
決
し
て
' 

穿f

补
J 
^
ダ
氏
の
原
側
麻
從
っ 

'
 
經

德
■
顚

龙

败

治#

■

1^
*
洽

せ

ん.
_
浓̂

笟

は

,^
:;
.
<ま

之

ば

實

は

*

族

ゃ 

王
が
多
年
來
無
餘
_

»
試
み
於
乙
ビV.

ぁ

夕
农
M
:K
t
ff
反
爾
來
寒
拡
纖
め
生
か
炎
古
拎
#
治
_
_
义 

し
て
新
た
浓
る
續
濟
狱
遞」

の
存
續
し
發
風
し
得
る
や
5
な
政
治
漱
態
_
作

4
出
し
た
の
で
.あ
る
^

(

：£
^
&
3
"

- 

:
'、:、:•
'
卜

.

,

.lu

‘
_ 

v
'.
-
ノ
.
へ
、
ン

-

.

;

•
,'『

之
^
依
:.
0

^

:*
^
ば
ぃ
1
.暴
ヵ
，が
«
濟
發
«

^
對
む
^
掘
史
^
鄭
 ̂

る
。
第
一 

K
，
芄

妙

湯

素

的

暴

«

«

_

.部M
t

儀

濟

猶

：％

社

脅

猶

機

能

を

棊

爾

護

淺

鴻

叼

_
巍
1

3

^
 

%

 

治

猶

暴

力

が®

..
#

-'
R

對
; L

て
.
«自
»

:;
;{

>

»
-.
#

:の
：
奴

灘

か

悉

洪

の

主

--
A

R

變

つ

たm

--
^

#̂

€

「

n

 
1
'-«
0
 
方
^

-.
R
 

作

派
^
得

ふ

い.
'

〗

.，
っ
^
.:«
^

は

為

删

葉_
篇

發

展

の

意

義

：竝
^
其

；
及

方. 

ミ

の

場

合

に
 

#

a

w者

め

間

に

は

ま

等
©
；

_
瓶
-

露
：：：

麵

耕

撕

廣

■

は

爾

進

さ

ば

幾
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三
八
®

理
論
經
濟S

對
象 

0

0

八U

發
展
を
阻
魯
す
る
方
向
紀
於
て
作
用
す
る
、
其
の
場
合
に
は
、
ニ
三
の
例
外
を
除
け
ば
常
は
夫
は
經
濟
的
發
展
の
前 

R
*
死
す
^
の
で
♦

^
o
R
wcr
p
n̂

S. 

191-192) 

< 

i

'
.斯
く
て
吾
分
は
、
經
擠
關
_

ゼ
*
#:
關
係
ミ
炎
激
^
述
べ
た
揚
合
ど
同
じ
く
、.
政
治
形
態
が
_

皆
に
留
：

C\

て
皆
る 

間
.妃
經
濟
關
保
は
そ
の
內
往
.
；法
_
火
從
:0
邛
變
化
^
、

汔

柘

友

し

，
て

政

治

形

態

は

、

此

め

^̂

生

饷

麻
U

#
 ニ

' *

佛
5

^
め
セ
^

て
#

み
變
化
ず
名
が
放
姹̂

る
%
得
可
::
<
'、「

唯
!«
政
治
關
：係
が

(

.法
律
關
係
も
同
樣
で
あ
る
が

)

經
濟
谰
係
の
桎
梏
に
化
し
介
場
合
> 
多
少
之
に
顧 

處

す
:;
-
5
;化
激
る
の
.で
あ
.る
。
 

•
:

:.

：
；

丨
畜
，々

從
次k
經
濟
關
係
^
偸
理
關
係
：ヒ
の
调
顧
そ
取
极
尬
::
5
タ

旣

欠

引

用';
1
>
社̂
會
的
バ
；
有
機
的
、ft
观
學
派
の

代

表

者

、
ゾ

 

' ュ
ト
ル
^

マ：1̂
は
”
：理
論
經
濟
學
の
對
象
中
^

输
趣
的
彌
係
:2
:
も
引
入
れ
ん
^

も
て
居
^
'
:
.彼
は
：シ
ム
タ

,ム

ラ

同

^
く
为
夕
外
め
哲
學
を
甚
礎
ミ
し
て
居
鳴」

し

深

：V
:ト
"の

偷

婢

學

；
の
：核
心
一
で
あ
々
、

.美
赛
中
心
で
も
*

る
0

は
入
間
、
：®

は
寧
ろ
人
類
、：

社
畲
rt

の
人
間
、社

會

的

人

間

で

あ

大

車

れ

自

然

啲
.存
在
ゼ
し
て
の.久
澗
焚
は
な
べ
、:'
;
:寧
ろ
カ
>

ト
'(
7
)沄
.ふ
如
べ
、
：
ょ☆
高
さ
、
■'ょ
ぅ

善
^
人
間
で
あ
ヶ 

> 
單
^

現
象
ど
^

^

の
广
即
ち
其
の
本
質
が
因
果
的̂
與
へ
ら
れ
た
必
然
性
の
內
に
あ
る
現
象
人

(
n
o
m
o
p
h
a
n
o
m
e
n
o
n
v
:

 

S
し
て
の
人
間
仅
止
ま
ら..，す
、
寫
衫
同
時
に
且
つ
究
猶
^
於
て
超
烕
性
的
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會
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最
柚
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生

考

1
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般

：
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が

：艇

#的
称
^
^

で
あ
ら
粒
ば
な
ら
ぬ
。
此
處
k
於
て
吾
々
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理
論
»
濟
學
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.對
象
の
»
會
^

,
、：：デ
'ィ
.丨
ル
ゃ
；
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ら

一

の

內
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ら

引

出

し

#

る

'
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で

あ

る

"
0

,

、
"
吾
ば
ま
に
此
^『

社
會
的
生
產
_

常
_

.#
'
生
產
：塞

』

ビ

產
過
程
の
社
龠
的
瓶
態
啟
％
欠
^

ら
.フ
^

が
、
：
“

產̂
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程
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的
^

な

げ
_

ば

贫

ら
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；
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^
れ
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な
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會
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.、
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產
す
'る
こ
ど
を
北
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匕
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來
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會
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.
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w
生
產
.の
.過
程
は
、
理
論
上
、
所
謂『

取
純』

で
あ
，る
か
、
或
は
所
謂『

鱗
大』

で
.あ
々
か
、
即
V
同一

の
皮
«
で
あ 

る
、か
、
或
は
遞
增
的
生
淹
で
あ
る
か
、
.，孰
れ
か
.で
あ
る
。
跣

作

に

し

て

も

、
：
社

會

的

生

產

が

‘

〗

定
，
の‘程

度

紀̂
#

じ

、

次
^『

社
會
的
生
產』

が
常
た『

苒
生
產
過
程』

で
ぁ
る
な
ら
ば
、

『

社
、會
收
生
產

】

は
、
向
時
记
生
虜
が.交

換

、
.
分

配

め

 

#
程
を
_

#
浒
|

^

^

#程
0'
植
環
的
^
繰
返
す
今
.聯
餘
寒
_

の
活
動
_

味
す
る
こ
^-
^
な
み
。
即
：贫『

再
生 

產
.過
程
ぶ
，し̂

ゆ
前
#
：

§

羅
產』

.敗

觀
『

本
來
の
生
齑̂

狹
義
#
街
產)

览

^
&'
:

^

.懸

交

換

、
分
配
、

「

浒
費
を

ふ
»
ぐ
で
’ン
彪
義
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於
け
る
生
«
ぼ
#

办
過
_
を
包
艨
す
る
に
至
る
。
_
し
M-u

狹
義
み
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#
'

生
廣
は
或
る
場
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_
礙
の
過
程
菸
失
自
體
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@

食
み
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又
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钜
產
礙
狹
酿
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簾.夹
自
體
^
颅
校
行
_
.る
<

活
動
啟
^
^
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產
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手
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產
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岭
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％
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ー̂

奮

街1
む
'̂
の
^

ぁ
^:
で

岑
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^
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れ
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換
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、
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す
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三
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交
換
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、
，
交

換
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換
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田
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於
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換
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；
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總
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れ
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て
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產
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果
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產
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酿
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組
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ょ
つ
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規
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さ
れ
る
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_
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產
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廣
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翻
ば
4
(^
、

见

に

形

態

の

觀

：が

ら

見

：で

、

'、.生
.產
_
關
與
す
る 

-1.

定
.の
様
式
は
、
、分
配
の
特
殊
な
形
態
を
？
即
ち
分
^

に
»
與
ず
る
形
態
s

,>
規
定
す
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斯
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す
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知
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會
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#
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ず
る.場
合
に
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を
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满
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征
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奴
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勞
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*

p

w
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识
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成
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V

國
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ぐ
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襲
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總
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總
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史
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ヶ
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^
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魟
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^
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：
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藤
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ま
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讓
つ
て
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生
雄
手
段
の
分
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を
生
產
の
內
虫
食
ま
せ
ず
に
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立
^
せ
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^
し
て
：も
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ほ
脚
史
上
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數
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れ
得
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釙
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な
k
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勝
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_
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に
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す
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ら
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代
に
對
し
て
生
產
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自
然
的
前
提
ど
し
て
現
れ
る
心
し
て
も
、
他
の
時
代
に
對
し
て
は
生
龜
ゆ
藤
史
的
結
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な
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て
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れ
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史
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.
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內
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械
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應
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れ
、
生
：康
ホ
法
が
變
じ
て. 
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應
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新
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；
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値
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S
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力
を
支
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あ
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友
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總
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め
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ゐ
芩
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1

:0
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費
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直
接
に
：同)

一
な
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即
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生
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す
る
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消
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產
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^
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.
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：
か

：し

生

金

的

消

費

咚

い

'ふ
S
の

規

定h

は

、
.
，
：

圣

ズ

炫
 

産

：ミ

同

マ

な

馨
.を

本

：

來
：：

：の#

費
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分

離

せ

沐

が

爲

め
(?
:
.の

み
;̂
そ

；乙

で

；
_
々
谅
次
.杖
本
.來

：
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ー
消 

費
%
考
察
す
る
乙
ヒ
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ず

岑
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°
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-

力 
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.

■
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.: 

V... 

:
■
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消
費
ば
截
揆̂

爻
汝
生
產
で
あ
る
。V
、：
、消

費

のI

形
態
、
例
へ
ば
食
物
の
攝
取
に
あ
い
V
、
A
間
が
彼
れ
自
身
，

 

の
：身
體
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生
產
す
る
乙
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あ
る
.、
し
か
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總
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れ
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^
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«

物

教

被

壤

か
^
發

生
^
る
1
:
4
生̂

：產

：#

あ. ^
^
:第

葬
#
生

慶
_
^
^

■1
1
:の
.論

產

夂

：
芩
ぃ
：：て

社

、

.物

.が
人
^

化
せ
ら
，れ
る
。
だ.か
ら
、
こ
の̂

§

生
産
は
、
：
：.本

來

ゎ

生

產

耷

は

：本

質 

S

R
興

な

、る
：

^
:
の
：で
あ
る
；
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』
C
E
b
s
d
a
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s
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x
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n
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x
x
n
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譯
、一

八 
I
: ニ 
〇
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.
•

▲

 
ニ
.に
媒
%

的
辨
甚
ビ
し
て
現
は
れ
る
。,

'
:

 ̂

R
P

者S

各
”
は

他

の

ネ

の

く

手

段

ミ

し

て

現

れ

ゝ

他

の

^

の
^

依
つ
て
媒
介
さ
卜
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

N) v

は
、
 

(

^

■れ
^

^

者
^

^
互
的
侬
^

鮮
ズ
し
ハ
て
ー
表
親
ず

^

艺
^

が
^

來
^
，..即
ち
そ
れ.は
、
：之
れ
&

相
互
を
_

係
せ
:1
.
あ
':
'

而
も
な
ほ
相
互
を
被
然
ビ
し
ヤ
別
-々#
^

の̂

ら
1,

め
^
ゐ
る
せ

'
乙
ろ
辑
，

d

 

;迤
動
茗
じV

:

表
親
^
^
^
^

'
.生
產
は
.消
費
0

.た
^

に

材

料
.|
:
:外
；的

對

象

兮

む

て

創

造

す

る

、

消

費

は

.生

產

0

^

^

欲̂

肇

を

、
勺

的

對

象

.？
し 

て
、■目

的

：

w

し
て.、
創

造.す
'
.る
;0
:生
.鹿

が

な

け

れ
« *

梢

費

，
は

な

い

、

.
消
* .
.
:が

凃

け

れ

靈

產

：は

欢

H
¥
(
E
b
e
n
d
a
.
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ー
六
莨

〕

ミ
 

'

、
 

:::

.
费
 

第
三
に
創
造V

し

て

：の
；
統
'
ー
性
琴
し
ヤ
現
は
れ
る
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' 

'

『

兩
考
の
：各 

<は
、
、自
^
完
成
す
る
^
ま

^
ょ
4

、
：
他

：
の

劣

，
の

：

?:
創
造
し
、
自
身
ヒ
他
の
も
の
ビ
し
て
創
造
す
る
。
 

消
費
；が
.生
產
行
爲
を
完
成
す
：る
'め
.は
：
,-
-
,
'.も
れ
^
生
廣
物
を
^

康
物
ヒ
し
^
完
成
せ
1.
-

^
る
之
ど
^
依

-0
:
.て
^あ

-CV、

生

產

物

，を

解

消

し

て

、

そ

の

獨

定

.の

物

的

形

態

を

消

盡

す

'る
K
?̂:
k
.依

；
つ

て

ビ

あ

：

-.
6
:、

最

初

の

生

產

行

爲
^
於
.
.て
.發
 

鹿

せ

し

生

產

上

：
の

素

質
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-
ば

、
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反
 

■熟
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で̂

高

，め.る
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:
k

依

つ

て
C
あ

る
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-
*
か̂
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、

消 

費
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^
產

砂

を

生

廣

物

た
.

し
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め
.-る
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局

的

行

爲-た
_
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の

み

な

ら
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’
。
生

產.者
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生

產
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た

，
ら

し

：
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'
;
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「

終

'

行

爲
3
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ヵ
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.
他
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於
て
、
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産
は
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消

費

の一

定
の
方
法
を
創
造
す
る
こ
ビ
k

依
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次
に
は
消
費
の
.
8
戟
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費
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カ
务
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體
を
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依
6

、
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費
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す
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:

^

ス

斯
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し.て
'
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r
吾
.ダ

は

次

の
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結

論

は

達

む

た
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第

：

一

に

經

濟

關

係

は

：

■
入
間
め
欲
望
充
足
：1

喪
：な
：る
物
質
的 

第
段
の
獲
得
に
向
け
&
れ
た
人
間
活
動
か
ら
生
ず
る
*
め
围
で
§

、
紙

^
耒
は
4
注
產』

-?
:

乂
、『

生
産』

：は
常
故『

»
會
的
ff
i
產』

ヤ
あ
_
{、：.

『

社
會
的
生
逢』

は
常
：̂『

再
生
產
過
程』

？
1>
.て
.現
は
.れ
、『
再
生
.產
過 

程
這
1>
;
で
の
.動
會
的
生
：產
|?
=3:
.
.

はS

廣

義

は

於

：
け

る

：生

產

』

泛
^
ヤ

他

め

：突

換A谷
 ̂

(

消
*

の
：過

程.を

泡

攝

し,
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『

狹

顏
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於

，け

：る
：
本
^

の
.生

產』

も.1

部

他

の

過

程

全

其
:0
內
K
含

むVJ 
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^
、
”他
.の
.；
過

栽̂

規

定

ず

る

本#.
で

あ

る
 

以

ul
t
、
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>
吾
々
M

經
濟
關
係
J

.5
:
ば

廣

於

好

.名
：

『

生
産
'關
係』

ミ
規
货
す
石
を
得
る
o
從
ク
て
理
論
經
濟
.學
の
»
象 

ぼ

'=
:
:
'
:
斯
^
意
昧
^
於
け
务『

生
產
關
係』

で
あ
名
教
孝
ふ
こ
ビ
化
^.
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‘

.

ぃ；
.
.
.
'
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'
' 

-

-
‘

;

.
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.

.

.
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.
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々
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班
^
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^
で
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理
.；£
^
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|
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對
象
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ょ
々
正
確
^
規
定
し
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け
れ
ば
な
ら
ぬ
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前
節
に
於
^
吾
々
：は
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論
經
濟
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が
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會
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生
產
藤
係』
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:

取

扱
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ふ
も
：
：の
ヤ
：あ

^

^

^

^

の
社
會
關
係
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:
如
.何
；な
^
範
@
^
.於
^:
研
究
す
る
が
&
疑
問
&
ま
、
に
北
«'
り
：て
居
.
^

圃
の
規
定
_

:
理
論
經
濟
寧
の
對
象
の
第
西
め
親
鬼
^
レ
て
現
は
れ
る
。 

」
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四
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鄕
論
經
濟
學
ぼ
连
產
共
同
連
括
傭
塞
め
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す
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經
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汍
潤

同

注

活
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(

結
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の
.槪
念
ぶ
援
用
し
ゃ
ぅ̂
见
ふ
。
 

.

彼
に
從
へ
ば
、廣
義
の̂
-

o

s (

社
會
レ
は『

凡
ゆ
る
人
間
對
人
問
の
意
志
關
係
を
含
む

』
(
M
a
d
v
e
r
,
o
o
m
n
l
u
n
i
t
y
.
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.
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'

:

p
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s
>2〕
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の
意
味
to

用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
此'の
廣
義
の
社
#

?:

，、
SE
K

特
殊
な
社
會
的
事
實
ど
し
て
の

C
o
m

日un
i
t
y

 

W

 

A
s
s

io-ci.ationl 

w

k

:分
け
て
居
る
；。
 

：

■

•
•
•
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,

.

然
;&

ば

:0
9日

旨
:&
-
"<
f

ば
#
:
か
ど
云
ふ
に
、

『
c
o
m
m
u
n
i
t
y

に
依
つ
_
て

、
私

は

共

同

生

：
活

の

: #

地
城
0
1肩

a
r
e
a

 

o
f

 

c
o
l
o
n
:

慕

、例
へ
ば
村
落W
都
市
、州
：、
！̂

は
；
更

に

、
廣

S.

地
錄
を
:%

意
味
す
る
。c

o
m
m
m
l
^

.̂
奉

ふ

名

稱

を

附 

す
に
は
、其
：の
地
域
が
何
等
か
の
方
法
に
：於
て
、
他
の
地
域
.ど
磘
別
3

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で|

て
、
此
の
共
同 

生
活
は
、其
1

域
め
境
が
或
る
意
味
を.
_
つ
せ
云
'ふ
程
f

於
て
、
夫
自
身
の
或
る
特
徴
を
持
ち
得
るで
あ

ら

ぅ

。 

物
理
的
、：.生

物

的

，
友

：び

心

.理

的

の̂
ゆ
冬
宇
宙
の
諸
法
則
队
合̂

孓
^

:し
妁
る
。ノ
人
間
が
典
周
生
活
を
欢
す
場
合
、
':
常
は
彼
.：等
：は
.進
ん
^

|

風
俗
、
*
慣
^

1

|檨
式
箏
-
—

を
作
み
出
す
:̂
是
等
敁
或
茗
真
實
め
#
同
生
活

:0
^
で
、あ
.々
、結
果
で
あ
る
0 

1

つ
の
-
0
0
1
1
1
1
1
1

目
^

':
:ぼ
51
^
廣
^
或
る
ー 

c
o
m
m
u
n
i
s
©
:

一：部
^
々
§
|

1̂>
、：：：凡
ゆ
る
'
0
0日
_
1
1芽

は

程

度

，の 

問
題
で
あ
る
己
亡
は
後
妃
覺
る
で
あ
も
ぅ
。
‘ 

•
.
，
：
.

去

は

共

同

生

活

；の

集

度

S
强
度
の
問
題
で
あ
る
。

1

方

：の

極

端

は

、 

人
間
の
全
世
界
で
あ
か
>
 I 

0
:の
太
き
な
、.
.然
1>

漠̂
然
た
ガ
、ば

も

モ

め

共

：同
生
洁
で
あ
名
へ
他
、の
.：極

端

は

、
小
3 

な
强S

, '
C
o
m
m
u
n
i
t
y

で
あ
つ
て
、
普
通
個
人
の
生
活
は
：其
の
內
部
に
於V

營
な
ま
れ
、
夫
は
：或
る
.場
合
に
は
大
&

な
、
.
成
る
場
合
に
は
小
3
な
、
そ
し
て
常
に
種
々
な
®

?:
'

持

つ

た

共

同

生

，
活

の

小

^

な
：細
胞
で
あ
る
。

•
•
：
斯
く
て 

生
ず
る
社
會
關
係
の
'
無
限
の
連
®

.S

內
か
ら
吾
々
は
、
ょ
$
强
度
の
共
同
-4
:

活
の
細
胞
、
例
べ
ば
都
市
、
，_

民
及
び

種

放

々

區

別

す

る

の

，で

あ

り

て

、
夫

箏

そ

ば

就

中

O

O
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S
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a

t
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.
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,
吾
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は
此
のC

o
m
m
u
n
i
t
y

の

概

念

.?
:
、

夫
，

V
J

對
立
す
る
'
,

Ass
o
c
i
a
t
i
o
n
-

の
概
念
ビ

對
比
す
る

z

tR

つ
C

、 

益
.；.
.

S
'

瞭
な
■ら
し
む
る
?:
得
る
o
:

t
A
S
S
C
#
o
a
c

結
社 >

 

は
或
る
共
通
の
目
的
乃
至
幾
つ
が̂)
目
的
を
無
行
す
る
：爲
の
：社
會
人
錄
組
織
或
は
組
織
^
 

ナ 
f 

圓
妒 

c
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:

o
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
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o
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o
c
i
a
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b
e
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n
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o
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o
c
i
a
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b
e
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n
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s
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r
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a
n
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f
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t
h
e

 

p
a
r
s
u
l
t

 

of
 

s
o
m
e

 

Co

日I
n
u
n
t
e
r
e
s
t

 

o
r 

f

 

r
e

癸
 ̂

へ
一
定
：

S
社
會
圃
結 

で
あ
る
。：
人
々
が
追
求
す
る
凡
ゆ
る@'
的
は
、“
夫
^

關
係
あ
る
各
人
が
團
結
し
て
夫
を
追
求
し
、
即
ち
各
人
が
夫
を 

追

求

す

る

ヒ

當

つ

：
て

協

カ

を

な

す

場

合

.̂
、
遙

か

容

易̂總H

の

者

に

達

せ

ら

れ

.る
秀

：

斯
く
て
、

諸

君

Iは
社
#
の̂ 

有
3
ビ

凡
ゆ
る
目
的
化
應
じ.
\し
>
5
5
02.

贫
¥

を
.持
!-
?
>得

る

で

：ぁ

ら
:-
;
5
。Co

m
m
u
n
i
t
y

 
'
は

永

寶

的

及

：
び
—
時

的A
s
'

 

s
o
c
i
f

 n. 

立
：せ
名
の
で
ぁ
つ
て
、：
現
在
の#

實

上

の

社

會

生

活

を

：硏

齋

す

る

者

；は
；何

人

せ

雖

ネ

，
各

種

の

々

例 

へ
ば
政
治
上
,'
?
經
濟
上
、
宗
敎
上
、
.敎
育
让
，
科
.學

課

*
術
土
ゾ
文
學
土
3

A
s
s
d
a
t
i
o
l
l

<7
數
の
«'
る
腾
し
さ
^
驚
か
多
れ
ざ
る:?
:
得
な
い
0
.で
あ
づ
て
、-夫
等
：は

今
-0
:
於̂
'て
：
從

，來

ょ
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^

釔

酸

ず

，る
6
^ :
^

譯

ノ
£

>
第

1
1
屮

苏

卷

0
四

0

6

:
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論
經
濟
學
の
ー
..對
象 

：
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■
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:

:
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i
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:
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九



辦
二
十
，
五

卷

〈

叫
：〇
四

〕

：

瑰.論
顏
濟
帛
の
對
象
ブ
：
 

，第(

i

:
 

5

0
 

象
は
、
:-
'
-
1
を
れ
が
把
握
す
る
ミ
乙
ろ
.の」

實
布
的
經
.濟
：的
諸
；_
係
、
即
ち
現
實
^
存
：在
す
：る
.

之̂
ろ
の
經
濟
、
：瑰
.代
の
，
 

經
濟
で
も
る
も
。』

然：：

る
P

『

實
在
的
資
本
主
義S.

麵
論
は
、
：#

建
時
代
化
對
し
そ
：.も
巨
大
.な
：切
開 

ら
ぬ
：、
.何
故
な
ら
ば
封
建
時
代
の
运
大
な
切
開
は
今
日
^
到
；る
«

で
現
代
資
本
^
義
R
保
存
^
:
れ
_ 

ゐ：：

る：

か
ら
、
：今 

日
^

_
る
«
で
私
的
土
地
所
有
.が
保
存
^
れ
.
.て

居

つ

、
て

、：：

名

れ

は

，資

本

が

創

造

し

た

も

の

で

は

な

く

、

資

本

が

そ

の
 

歷
史
的
前
提
.く
し
て
見
出
し
た
も
.

の
：：

で
あ
る
か
ら』

(

同

書

.：室

：頁)
W

 —

M
に
.
進

ん

，
で

彼

は

：
H

ン
ゲ
ル
,ス
、
.
マA

ク
.：
ス

、
'
レ
！」I

シ
5:
引
用
し
て
後
、
結

論

し

て

0
く
、
：
IE
K
理
：論
經
濟 

學
は
，現
實
0
.資

本

主

義

を

對

：象

す

す

る

以

上

.、

又

他

の':*
代

、

，
封

：
建

社

，
會

を

も

，
研

究

.

對
象
中
^
含

む

可

さ

で

あ

る

:

然

し̂

ら
、
斯
る

主

張

は

第

.
1

R

观
論

經

濟

學を
經

濟

史

V
J

、
第 
一I 

R

理

論
經
濟
學
を
經
濟
政

策

V
J
:

混

同

す

る

誤 

擊

に!%
^

旣
R
,オ
シ
ン
ス
キ
ー
が
最
切
に
指
摘
し
て
居
.

る
；
が

如

ぐ

.
、

『

.
ス̂

。
|々

:

ノ

フ

は

：
^
\
^
^
^
ス

主

義

經

濟

學

の 

歷
史
學
派
の

甚

礎

を

つ

く

る
も
の
で
：ぁ
る
。

』
(

邦
譯「
經
濟
學
.ど
：は
何
ぞ
ゃ
し
一

：

五
二
頁)せ

.：

1石
：ぶ
：
の
は
、
.
丁

度

歷

史

學 

派

が.理

論

經' »
學
の.對

象

を

凡.ゅ
^

發

屉

階

段̂
於

け

る

經

濟

泛

冷
»

大

し
.ヽ
.
其
^
^

硏
究
を
：否
足
し
、
.

^
過
去
に
於
け
る
顧
濟
史
的
事
實
の
記
述
^
終
つ
た
の
ど
、
同

1
_
:
の
連
命
^
墜
入
る
か
ら
で
ぁ 

る
o
假
ぅ
k

1

步
を
讓
つ
て
、
凡
ゅ
生
産
共
同
生
活
體
の
«

»
'*
的
事
*
の
記
述
で
は
f

、
夫

々
の
生
產
共
同
生
活 

體
內
の
特
殊
な
法
則
?:
1
定
立
し
た
な
ら
ば
ょ
：

S

で
は
なS

か
ど
云
ふ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
資
本
主
義
的
生
*
共
同
生
活 

體
以
外
：の
.生
：產
共
同
生
活
體
.內
^
於
て
は
、
法
則
?:
竿

：V
Iせ
^
が
爲
K
理
論
的
硏
究
V
Jな
す
何
導
の
必
'要
も
#
さ
な 

切
の
で
あ
‘る
。
此
の
點
は
後
收
至
っ
光
_
か
ゼ
な
る
。
笫
ニ
の
誤
謬
は
现
論
經
濟
學
ど
經
濟
政
策
ど
の
馄
词
で
ぁ
る
。

杰

る

：ほ

.ル
：

：

ダ
ス
主
義
經
擠
學：

は
實
踐
k

鍊
しV

现
論
的
跋
赎
备
5-
:
名
6
.
で
«:

げ
.れ
ぼ
« ;

ら
4

。：
 

€

れ
私
か
ら 

ミ
®

つ
•
.て
、
珥
論
經
濟
學
即
ち
經
濟
政
策.で
は
な
い
。
现
論
經
濟
學
：は

」

經
» :

現
象
の
ム
■
吵
法
則
を
聲
立
す
る
名
の 

で

ぁ

々
4r

く
て
^

立
^

れ
た
一

般
的
法
則
を
某»

<£

し
て
、
见
^

夫
々
の
場
合
の
具
體
的
特
殊
條
件5:
擗
酌
し
つ 

S

政
.策
を
扪
立
て
る
0.

で
あ
る
。
若
し
も
極
端
に/
、
理
論
經
濟
學
ば
直
ち̂

實
踐
k

役
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
す
れ
ば
、
 

未
々
の
具
體
的
事
情
を.硏
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
從
つ
て
、
夫
々
.具
.體
的
事
情
$:

異
に
す
る
各
國̂

夫
々
#
殊
な 

.
班
^

' »
>-
*

學
ヵ
霉
な
け
‘れ
は
な
ら
ぬ
し
、
斯
るS

經
濟
學
は
理
論
的
研
究
ょ6
も
、
遙
か
化
多
く
の
具
體
的
事 

情
の
^

述
が
含
ま
れ
て
來‘る
で
あ
ら
ぅ
。.此
の
.點
ド
於
て
、
ス>

ン
の
批
：評
は
ニ
考
す
る̂
價
ず
る
。

『

同
志
ス
テ
パ
！

ノ
フ
は
'

實
踐
的
唯
物
論
者
た
る
我
々
典
產
主
義
者
.は
、
行
動
す
る
：た
め
に
、
あ
る
が
ま
、
の
事 

物
を
知
ら
:ね
ば
な
ら
ぬ
ミ

S

ふ
追
し
い
命
題
か
.ら
出
發
し
た
。
.だ
が
我
：々
が
.

行
動
G

始
め
て
低
界
の
變
革
を
起
す
^
 

我

•々

が
N

C

の
變
避
R

從
ふ
ど
こ
ろ
の
個
々
1

の
事
物
，に
の
み
我
.

々
の
.

注
意
? :

集
中
し
た
ら
、

f 

^
き
.
^

5<{ロ

爆
き
を 

U

V

C

4

危
&

k

^

ち
入
る
。
我
々
が
事
物
を
變
茶
す
る
ど
袅
は
、
そ
れ
：̂

余
6

,

^

接
近
す
る
た
め
、
そ
の
：j 

,般
的
な 

連
繁
ど
、
f

れ
ど
卿

の

：
事

物

ど

の

媒

介

佳

を

見

：
る

こ

ビ

が

闽

雛

k
•

な
つ
.

て
.

ゐ
る
o

同
志
ス
.
テ
X

I.
ノ
フ
>の
修
疋
は
ま 

S

か
、
る
氣
分
ヒ
か
、

.る
肤
態
• 

• 

• •農

映

し

I

る
の
で
あ
る
。
正
し
ぐ
行
動
す
る
た
め
に
は
、.
個
々
の
事
物 

に
づ
，

M
」

の
表
象
I

I

け
で
は
不
充
分
で
あ
つ
5

 

我
々
が
資
本
的
社
. 

脅

4

本
制
生
產
辕
式
I

考
慮
す
§
場
合
，
資
本
制
社
會
s

f

れ
：|

る
他

の

す
べ
て
の
：社
會
的
經
I

I
 

礎
の
分
析
峯
等
な
现
論
的
權
利
の
上
.
k
行
ふ
.
i

を
論
じ
て
は
；f

ぬ
：。
■資
本
主
義
：の
_

下
に
お
い
て
は
、

家 

長
沿
靡
濟
，
.封
建
制
•敗

等

々

，
の
：從

前

の

社

會

的

經

濟

的

構

造

の

殘

存

物

：の

發

鹿

法

則

は

‘、.
根

本

的

な

、

支
'配

的

な、

. 

.

笫

二

十

產

：

C

四
；C

S

「

理

論

總

濟

學

論

象

 

铱

春

5

*



.

^
 

§

&

.

. 

第
三
號
:

1

〇
二

資

本

里

薪

：盼

發

衡

咚

合

則

性

に

；從

鳳

u

t:
;

^

^

?^.
が
K

G

t

:、：
ド
我̂̂

贱
的
懲
姆
哎
殘
#
物
を
算
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
き
は
、M

れ
ら
の
殘
存
物
の
«
實
の
、役
割
を
、
'た
<
こ
れ
ら
の
に 

殘
存
_
ゼ
柩
»
せ
^

^

€ね
る
も
之
ろ
ゆ
贅
本
主
義
_

#ー
«:
;

^

の
^

あ
る』

ビ
。C
同
書1

九
四
I

I

允
六
}
.
。

:'
 

ぐ

'

.

'り〉

.

斯
く
亡
理
論
«
濟
學
.の
»:
象
：̂

凡
ゆ
る
生
竭
共
同
生
活
體
は
迄
搬
大
す
る
乙
ど
‘?:
杏
定
す
る
な
ら
ば
、
次
k
如
何
べ 

な
る
生
產
共
同
生
活
體
k
限
名
可
さ
や
の
商
題
が
坐
ず
る
"
此
め
問
題
^:
對
ず
る
解
答
は
、
資
本
主
義
的
生
產
共
同 

生
.活
蹲
の
み
ぞ
あ
る

,̂
云
ふ
乙
匕
^
厳
*
ず
る
。"
も
云
ぶ
の
ま
：
,1
,
斯
る
生
患
典
同
生
活
體
^
於
.
$
の
み
、
理
論
的
硏 

究
の
意
義
が
存
す
る
が
ら
で
あ
ふ
。
然
ら
：ば
、
★

»:
に
_
る
^
產
共
|^
を
活
體
の
»
に
理
^
«|
硏
郑
の
豸
«
が
#
す 

る
：の
.か
。
'
此(

の
問
題
^
對
す
る
觚
答
こ
そ
V)
理
論
經
_
學
.の
對
象
の：

最
後
の
规
宠
必
■
明
ず
る

S

て
科
學
は
：

r

般
に
事
物
の
本
質b
硏
究
す
る
も
の
で
あ
る
。.夫
故
：

『

若
し
事
物
の
現
象
形
態ci
'
本
質
ど
が
直
接 

相一

致
す
る
ど
す
れ
ば
、
ー
切
の
幹
學
は
不
用^
歸
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

』
(
M
a
r
x
.

 

D
a
s

 

K
a
p
i
t
a
l
.

 

l
l
e
r
a
u
s
g
e
g
e
b
s

 

v
o
n

 

E
n
g
e
l
s

 ;
B
d
.

日
.2

. 

s
'
352

)

此
の
事
柄
を
明
ら
か
な
ら
し
め̂
が
爲
^

、
，河
上
#

士

の
»;
、

用

ひ

ら

れ

る

例

を 

借
用
し
や
.ぅ
。

『

例
へ
ば
，太
陽
が
地
球
の
：周̂
を
！
^

て
ゐ
る
の
で

は

な

ぐ

：
、
，
，，
地
：球

が

自

轉

し

な

が

ら

太

陽

の

肉

6

を

廻
つ
て
ゐ
る
の
.で
あ
，る
が
，
し」

か
し
菩
々
の
眼
に
は
、
逆
纪
太
陽
が
地
球
の
.周
ヶ
?:
'
廻
0
て
ね
る
か
め
如
く
見
え
る
ハ

.

 

- 

.

 

.

.

 

.

 

•

吾

ゃ

の

肉

眼
^

ぅ
つ
る
が
ぎ
ぅ
に
あS

亡
は
、
太
陽
は
H

々
、
あ
し
た
に
は
東
の
空̂

上
.ぼ
ク
、.
ゆ
ふ
べ
^

は
.：西
の 

空
-に
沈
ひ
の
で
あ〗

る
。：灰
加
ら_

で
戈
が
、
1
«

は
、
®

々
9.

住
ん
で
■

レ
地
球
自
體
が
動
く
の̂
S

考
ベ
な
い
0 

'
か
<:
:」

て
現
1:
形
，態

(

眼

に

映

つ
ft
/ま

：：

V

の
* :

:>だ
促

べ

：
ら

れて

ゐ

る

者

の

意
.誠
•は
、

事

物

の

本

貧

C

事

の

眞

相

)

ど
顚

倒

す

る

：A
J

ど

ミ

な

：
る

；
の

で

あ

る

：
^

0
河

上

へ

肇

ノ

ほ

マ

^

ク

メ

主

義

經

濟

學

し

改

造

文

庫

八

十

七

丨

ー

：<

頁

、「

資

本

論

ス

門

し
 

1

ニ
頁
以
下)

：
斯

：る

現

象

形

態

W

本

質

間

^

相
違
の
存
す
る
場
合
に
：の
み
、.：：
科

學

を

必

喪

V
J

す
る
の
で
あ
つ
て
、
 

若
し
直
接
兩
者
が1

:

致
ず
る
場
合
、
.わ
ざ
-
—

科
學
的
硏
究(

例
ん
ば
> 
天
文
學
的
硏
究)

を
な
す
の
必
要
は
少
し
も
：
 

存
3

.な S

 

の
で
あ
る
.9

'

:

 '

ン
次
^

>
斯
.る
本
.質
の
硏
究
钇
對
象
ど
す
る
科
.學
ド
は
、
ブ

-
リ
ン
の
指
摘
し
て
•居
る
如
べ
、：：T1.

つ
の
形
態
が
あ
る
。
 

『

科

學I

般
：は
總V

'

一
二
つ
0
目
的
?:
追

：求

じ

得

る

の

で

あ

0
.て
‘
^

存

レ

た

が

を

記

述

す

み

；
か

、
：へ
そ
：れ

：
ミ

も

：
、
：
夫

は

定

式

を

以

0
:
:て
表
は
5
れ
る
現
象
の
法
則
を
鷄
出
3
ん

え

す

：
る
：
、

即 

?>
;
、
：
A
、
B
、
-
%、
.：が
称
ず
る
揚
合
、
'
:又
1)
も
_

ば
れ
な
；け
れ
.ば
な
.ら
ぬ
乙
ビ
を
硏
究
す
る
。
第

|
の
©
八
ロ̂

^
て 

は
、'
科
學
は
個
體
記
述
的
.Q

&.Q
g
r
a
p
M
s
d
l
e
v
.
:

性

質

を

：表

は

；
し

：
、

第

一
:|

の
場
.合
^
ば
^

^

—

^
法
則
定
立
的(

n

f
 

0
, 

graphi§
CBe)

隹
質
を
表
は
す
/.
0』

9

1
1-&
^;
1̂'
1
>̂*holit 
思 E

e

6:k
o
n
o
i
J
l
F

 d

 
调

R
e

p:!t
n
u
e
r
w
.
^
17

)
；

黄
義
に
於
け 

^:
經
濟
學
中
、
.
經

濟

史

は

前

者

に

屬

し

：
、
：
：
：
.
_
論

經

濟

學

は

後

.
者

^

屬

資

る

.
乙

霉

は

：
ク
：
今

：
味

何

^

勿
論
過
丧
k

於
て
は 
>
:
:
歷
史
派
經
濟
學
は
、
'1

般
的
法
則
の
導
w:
を
輕
ん
12
、:;

'

結

局I:

般
ほ
、；

科
學V

し
て
の
：现
論 

經
濟
學
ゼ
：破
壌
し
、
：夫
を
個
體
記
述
的
性
質
を
有
す
务
純
粹
記
述
^

置
さ
代
：へ
.、.へ
即
ち
^

經
濟
統
計
す
^

—

乙̂
0;
:#
に
個
體
記
述
，的
な
科
學
^
、|

「

^

解
消
淺
せ
で
.は
居
る
が
？

:!
:

:'
;
斯
乂
で
、
^
學

ビ

し

，て
：
の

理

論

經

濟

學

は

、
：
第

1

^
、
現
象
形
態
ミ
本
質
ど
'の
間
^
相
違
の 

1
1に
、：

「

：夫
等
本
質
相
互
間
化
：一:定
の
法
則
を
定
.立
ず
焱
必
婆
の
ぁ
5:
:
場

合

に

、

存

.夜
 

.然
ら
ば
ク
斯
る
意
叱
^
於
で
坪
論
«
濟
學
は
、-'

'
.
.凡
ゅ
る
生
產
#
同
：生
^'
體
^
存
«:
の
*

«
が
あ
る
か
。
#

々
は
此

1

十

艽

卷(

四
〇
：七
> 

;

现
論
：經
濟
學
S

象 

：
鸽
s
 

5

H



ン

f

十
：|

::
©

〇
八)

_
现
論
_
儕
學
.の
對
象
 

.

號

：

J

o
四

の
：紙
題
を
解
決
す
：る
忙
先
立
つ
て
、
從
來
‘の
凡
.

る

生

產

：
共

向

生

活

體

§
.
1
:つ
の
主
要
形
!1
に
分
け
ょ
ぅ
'。
：I

つ
ぼ 

紐
f

生
產
共
同
生
活
體
.で
あ
气

他

ば
非
組
織
的
生
產
共
同
生
活
體
谅
謂
、
：交
換
經
濟
、
商
品
經
濟
、無
政
府
經

濟 
>
:
.
:
で
あ
'る
，
.ー
;,
'
;
'
べ

 

;

'.
.

-

I

,■•
;
:ン:

;

.:

.

.
ぺ
組
織
的
生

產

共

：同

生

活

體

代

於

€:
は
、へ：凡
ゆ
る
社
會
的
.生
產
が
人
間
の
意
識
的
意
志
^

依
つ
て
管
现
さ
：れ
、

1’ 
0 

の
計
書
妃
於
七
營
汶
れ
る
5
:
.意
識
的
意
志
め
中
央
機
關
が
生
產
の
個
今
.の
部
四
を
、'
:夫

等

相

瓦

間

に

も

、
：
：
亦

社

.會

的
 

欲
望
^
對
じ
て
も
^
均
衡
を
保
だ
じ
办
厶
？
そ
し
で
、：
咿
央
機
關
は
、
：生
產
物
.の
分
酡
を
組
織
的
た
指
導
す
5-
の
：で 

’

あ
る
。：

〗

诉
价
化
於
沙
る
組
織
的
生
產
共
同
：坐
活
_體
忆
於
て
は
、\:

.-

別
に
發
_
し
_ぢ
統
計
的
設
備
も
,
精
密
匁
科
學
的
訐 

算
务
行
は
れ
病
が
0
.た
が
、
”兎
贮
«
生

產

管

琎

め

：原

則

は

あ

0
;た
の
で
あ
る
。
即
ち
直
接
の
經
驗
^
從
つ
て
、
長
老
、
 

奴
隸
所
#
漭
、
領
主
等
が
、
务
'の
精
辨
さ
に
於
で
は
今
日
の
ソ
ビ
：チ
ッ
ト
社
會
主
義
社
會
に
非
常
|?
:
劣
つ
：て
居
る

 ̂

ば
云
へ
、
ミ
に
が
く
生
.淹
管
理
.を
行
o

t
居
つ
.た
：の
で
あ
る
。：1

;

.

:

.
:へ
之
^
反
し
セ
、ー，非
組
織
的
.生
產
共
同
生
活
體
一
7
そ
の
內
^
ば

:-
そ
の
未
發
達
の
形
態
^
於
て
は
犁
純
商
品
生
產 

社
會
、
>

の
最
も
植
雜
な
最
免
發
：達
し
だ
.：形
藤
^
於

：て
；
は

資

本

主

義

社

會

が

屬

す

，：る

が

—

の
內
に
は
、
：社
會
的 

生
1贤
の
何
等
の
計
書
も
、
，亦
«1
會
的
欲
望
を
充
足
せ
ん
が
爲
^
は
、
如
何
な
る
生
產
物
が
.、
如
何
な
る
分
量
に
於
て 

生
産
^
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
^
決
定
す
ベ
さ
何
等
の
機
關
も
、
全
然
存
3
な
い
。M

の
社
會
で
は
、
生
產
は
何
等 

の
.組
織
的
紐
帶
R
依
つ
て
も
連
結
3
れ
ず
、
形
式
的
^
は
相
互
^
依

称

せ

ざ

る

；數

：
千

蹲

の

獨

立

企

業

家

^

侬

つ

て

行
 

.は
れ
る
。
，各
企
業
家S

各 

< が
生
產
を
營
む
の
は
、
：自
己
の 

專 

ら
實
ら
ん
が
‘爲
に
、：
即
ち
商
品
を.生
產
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

 

‘

.
：

然
し
、
：社
會
的
«
望
の
大
^
を
知
0
.て
：居
る
.企
業
家
は1

人
？
p
#
r
&
なs

 

o 

.
各
企
業
家
は
臆
测
で
以
つ
て
自
己
の
：
 

生
產
の
大
3
を
決
定
す
る
。
•彼
は
賣
る
望
み
の
あ
る
だ
け
の
物
を
生
產
す
る
。
從
つ
て
彼
は
、
常
^
或
は
商
品
を
多 

く
生
產
し
す
ぎ
る
か
、
或
は
少
く
生
產
し
す
ぎ
る
か
す
る
危
險
を
胃
す
。
生
產
物
の
分
犯
も
亦
、.
同
樣
に
無
政
府
的 

自
然
カ
的
に
行
は
れ
る
。
無
.組
織
的
生
產
共
同
生
洁
體
R-
於
て
、
生
産
物
が
そ
：の
個
々
の
成
員
間
^
分
配
3
れ
る

 ̂

は
、
決
し
て
彼
等
成
員
の
：必
：要
に
從
つ
て
、
又
は
社
會
的
生
產
^
對
す
る
彼
等
の
參

加
の
割
合
^
應
じ
'て
行
は
る
、 

も

の

で

は

な

い

。
.生

產

物

2:
得
.る
も
の
は
、
特
R
强
く
夫
を
必
要v

j

し
て
段
る
者
で
は
な
く
し
て
、
夫
^
對
し
て
高 

さ
價
格
?:
支
拂
ひ
得
る
者
で
あ
る
.0
'

. '

右
k

於
て
、
組
織
的
生
產.共
同
生
活
體VJ、

非
組
織
的
生
產
共
同
生
活
體
ど
の1
般
的
特
質
が
明
か̂

な
つ
た
ヾ」 

思
ふ
。
斯
る
特
質
ょ.ぅ
し
て
、̂

々
は
：先
づ
第一

に
、
組
織
的
生
產
共
同
生
活
體k
於
.て
は
、
生
淹
關
係
の
現
象
形 

態
ビ
本
質
：

V
J

が
相
，

1

致
し
、
又.夫
等
生
產
關
係
は
意
識
的̂

1

定
：
の

規

定

に

從

C
V

て
律
^

れ
て
居
る
か
ら
し
て
、
夫 

等
の
關
係
間̂

別
に
法
則
發
見
の
必
耍
も
な
く
、
夫
故.にM

そ
、
何
等
理
論
經
濟
學.の
存
在
の
意
義
が
なS 

V
J

云
ふ 

結
論
^

達
し
得
る
。
.

'- .
.

:

•

:

.

此
の
事
を
明
か
^
す
る
爲
ド
、

ロ
ー
ザ
•

,
ク
セ
ン：

ブ
ル
グ
に
.從
つ
て
、
次
：の
ー
0
:の
：例
を
擧
げ
や
ぅ
0
:

- 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

 

■
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. 

. 

.

. 

•
. 

. 

.

. : 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

'
 

-

.
『

ま
づ
哲
々
5

3
の
1»
:
界
經
濟
が
ま
だ
成
立
せ
す
、
商
品
交
換
は
，漸
や
く
都
：市
に
榮
ぇ
て
ゐ
る
だ
け
-で
、
’田
今
：
に
は
，自
然
，經
濟(

驻
、
自
給
自

足
の
鸫
済)

が
、
：即
ち
自
家
の
需
要
.の
た
め
の
坐
庳
が
：、
大
油
_
に
も
小
農
圾
地
に
，も
’支
配
し
て
ゐ
る
時
代
に
身
を
置
く
ぐ
し
ょ
ぅ
-
0例
へ
ば
前
1!
1
-

紀
の
艽
〇
半
代
.に
デ
r

が
ル
卜
.
ス
チ
ユ
タ
ー
ト(dugald Stewart) 

'の.記
し
て
.ゐ
る

0
ス
コ
ッ
卜
ラ
ゾ

>'
:に
於
け
る
事
淸
を
对
に
取
ら
、フ
0

(ziliert bei Marx, 

D
p
s

 

KapitaL 

Ed. 

I ，
S. 

「

統
計
に
ょ
、れ
ば
高
スn

ッ
卜
テ
.ン
ド
の
：若
午
部
分
に
於
て
は
、
多
く
の
收
夫
及
び
小
镫

_

ニ
十
■五
卷
' 

.

(

四
0
九〕

.

理
_論
經
濟
學
.の
：對
象
... 

笫U
;.

號 

一0
疋
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二
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四
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5

)

.
理
齔
經
濟
學
ゆ
對
象
:

第
—

5

六

.. 

. 

; 

■ 

■ 
■

.

.

. 

,

.

.

.

.

栊
み
農
入
は
、
.
.そパ
の
0
子
<
共
.に
.、
自
分
.■で
錄
し
だ
承
で
.自
；6
造
つ
だ
概
を
结
ち
‘
材
料
を
自
分
で
：羊
か
ら
：剪
：つ
だ
U;
、
.
0分
で
栽
玷
し
た
龃
麻

..
'■
で
作
つ
た
り
し
て
:>

由

分

：以
外
ぬ
は

.
誰
れ
の̂
に

、

か

べ
'ら
な
い
衣
服
5*
-

翁
で
ゐ
た
0:'
:
.
:衣
服
の
'
仕
立
て
上
^

に
は
大
針
，
鏠
釙
^

.

.

一'
:
.
. 

.

.

.

.

.

.
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•
•
 

•

'

.

織
り
に
使
;«
3
れ
る
鐵
齡
品
の
描
少
部
分
を
除
い
.て
は
、
^
んV

こ4

 V

ぃ
ふ
品
は
’膦
は
れ
な
^
つ
^ ;
0パ：染
料
ゆ
婦
人
0
身
の
.手
で
、
器
木
、
，0

木
及
.び̂

類
.か
.，ら
被
取
.さ
れ
.
て
ゐ
た
。J』

.
(
R
o
s
a
.

 

.
K
e
r
a
u
s
g
e
g
e
b
e
n

 

く o
n
.
.
.
.
p
p
u
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佐
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文
夫
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『

今
H

で
も
こ
う
い
ふ
農
家
は
ボ
ス
-
.ャ
及
び
へ
ル
夕
エ
ゴ
ビ
ナ
、y

ル
ビ
ア
* 

f

ル
マ
チ
ア
に
蓓
布
し
て
ゐ
1

0

1と
で
.髙
地
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン 

ド
や
：ロ
シ

ァ

、:

ボ
ス
ュ
ャ
や
セW

ビ
ア
の
こ
う
い
'
ふ
自
家
_

濟
を
行
つ
て
ゐ
る
m

w

に
對
し
て
、，『

經
濟
H

的』

-『

济
の
•
發
生
ミ
分
酏』

^
い
ふ
ょ 

う
な
、
國
民
經
濟
學
.
'の
大
學
敎
授
式
：常
套
賢

|»
1
を
提
起
し
も
っ
.

^
す
る̂

』

'
ば
、：'こ
へ
の
：農
取
は

_

騖
仰
天
す
る
に
.相
違 

た
め
に
、
可 

の
：
目
：的
で
俺

.

W

俺
.の
家
族
ズ
が
働
ぐ
か
;'
,
そ
れ
；を
劈
费
ら
；し
ぐ
衰
が
.
現
.
す
な』

？

^

 

€
ぃ
ふ
の 

:

か
？
-,
:
農
民
は
叫
ぷ
で
ぁ
ら
う
。
丧
々
：は
班
ボ
确
隹
き
々
け
ふ̂

龙
ら
な
^.
'

^

だ
ノ
そ
じ
で
我
つ)

た
觸
が
.
丧
々
々
の
：中
に
P
び
込
む
も
の
^
は
，
 

な
_
ぃ
'
0
 

.働
か
な
け
；
机
ば

.餓

.
死
.

; ^
.る
た
ら.
'3
.0
:
.だ
.
か
ら̂
: ^
.
.は
、、

」

.
^
.に̂

に
、.
腹
.| 

.杯
食
.ベ
：て.、，..
.
.
.
サ
ッ
。ハ.リ
し
た
'
.も
の
を̂

て
、
 

家
^

し
い
も
の
.に
住
む
た
め
に
働
く
.
の
だ
ノ
何
を
器
々
が
坐
座
す
る
か
'『

如
何
な
る
方
昀』

を
西
々
の
勞
働
に
與
へ
る
かW

い
ふ
の
か
？

こ
れ 

も
.
ま
た
分
”

切
つ
た

質
！
：

だ
？

蒂
々
が
使

.
ふ
も
の
、
，そ
れ
ぞ
れ
百
姓
の
二

.
家
が
坐
活
に
..必
嗯
な
も
の
を
生
旗
す
る
の
だ
。
：
：
勞
俲
をV

っ
い
ふ 

具
合
に『

分
割』

し
て
ゐ
る
か
.w

い
ふ
の
か
？

じ
れ
も
ま
た
不

®

s

霞
間
だ
ー
云
.ふ
i'■

で
も
な
く
切
は
男
の
力
が
，入
州
な
化
事
を
や
つ
て
へ
ゐ 

& :

し

、
女

は

家

：の
と

V

や
i

.
中
の
とW

や
、
轉
小
辑
'の
1!
1:
-話
を
し
<

'
子
做
は
ぁ
れ
や
こ
れ
：や
を
宇
擎
认
わ
す
る
60
^ ;

。
:

:

觅
2
輯
げ
ー
て
耷
ふ
、 

ビ
ん
な
も
の
を
^ .

1
の
常
迖
呼
ぶ
か
ミ
い
ふ
の
か
？
,.
'

こ
ん
な
と
^

は
村
の
ビ
ん
な
^ .

佻
だ
つ
て
知
つ
で
ゐ
る
丨
.

::
'
;私
分
な
歡
，物
小
缉
や
、
設
備
の 

盤
づ
だ
牛
小
展
：や
、
揮
山
な
羊
の
群
や
、
大
咅
な
鷂
小
熠
を
持
つ
て
.ゐ
各
对
姓
«

常
ん
せ
ゐ
る
办
だ
0』〔

£

^

昏
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H

#

、

七
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丨
七

:

力
.
m
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へ
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■

,ム
'
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ト
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『

•
-■
/■:
:々
は
效
に̂

民
を
1
て
經
濟
學
の
鴻̂

な
る
.
質
叫
，に
'
畏
々
ミ̂

へ
さ
せ
た
が
、そ
れ
に
も
拘
ら
ず
战
||
{
|
的
研
究
の
た
め
に
^

^

ミ
^
^
.
^
ミ

を

携

へ

：
：
て

、

高

.

ス

.
n

ッ
ト
1ラ

ン

ド

や

ボ

ス

ニ

ヤ

の

農

家

に

や

っ

て

き

た

大

學

敎

授

は

、

そ

の

質

間

の

半

分

;4
>

濟
^

な
^

,

う
，ち

^

、

平

く

も

押

ぴ

1
1: 

外

に

随

を

间

へ

ず

に

相

M

な

い

V
.

確

信

す

る

。
W

.

K

に

於

て

と
う
い
ふ
独
質
の
農
民

.
雛

'
濟
の

.

す
.

ベ
て
の

.

亊

情

は

、
首
ふ
ま
で
も
な
く
简
埤
叨
瞭
な 

も

の

で

あ

っ

て

、
.
經

濟

學

的

解

剖

刀

を

以

て

こ

れ

を
_

剖

す

る

こ

W

は
無
：駄

な

遊

戯

の

よ

う

に

思

は

れ

る

。』
C

E
b

e
n

d
a

.
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、

同

帮

、
八
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>
 

'
『

M

I C

別

な

T

例
を
擧
げ
：よ
う
。

即
ち
世
の
中
か
ら
一
忘
ル
ら
れ
だ
偶

'
々
に

.

何
處
で
も

.

っ
'

、
ま

し
^

か

：な

生

活

を

#

ん
 

1

大

帝

國

Q

最
高
頂
に
視
，線

を

向

け

よ

う

。

即
ち
力
：
ロ
，.

ロ
大
命
の
■
純
濟
を

^

る
經
濟
取
情
に
對
し
て
^

必
で
細
：4
で
あ
っ
^
0:
へ
彼
ル
は
*

_
^'
經
濟
拟
則
に
.關

し

：七

十

條

项

'よ

リ

成

る

錄

別

 

と
.れ

:̂
有
名
^'
蒼

浮
^
.̂

贫

&

1
--
抽

：ち
施
阈
法
典
で
决
っ
た
6』)

：

(

E
b
s
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'
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.
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八 
一
 

s
. 

へ 

4

さ
て
法
典
を
忏
.細
に

：調

べ

て'見
よ
う
°
大
帝
は
何
よ
り
も
ま
づ
人
々
が
彼
れ
に
货
直
に
仕
へ
る
こ
ミ
を
嬰
求
じ
、#
地
に
於
る
家
辟
が
充
分
な 

心
づ
か
ひ
を
澄
け
ハ
貧
困
に
.陷
ら
p

i

に
保
譏
さ
れ
る
道
を
.講
じ
て
ゐ
る
？
彼
れ
；等
に
力
以
上
の
吡
事
を
課
し
て
は
な
^
ぬ
、
^
に
入
っ
て
も 

働
か
さ
れ
る
場
合
に
は
相
常
の
膽
偾
を
與
へ
ら
れ
る
こ
ズ
に
な
っ
て
ゐ
る
。
家
铒
の
方
で
は
誠
^
に
^
萄
栽
培
に
氣
を
配
リ
、
何
等
過
失
な
し
に

' 
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榨

っ

た
葡
溯
汁
を
壜
に

.

.能
め
な
け
れ
ば

.

な
ら
ぬ
。

，
，
丨

觅

に

大

帝

は

次

ぎ

の

如

く

規

定

し

て

ゐ

气

料

地

に

お

卜

て

は

蜜

峰

ミ

鷲

岛

ミ

を

飼

養

し

、

i 
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家

禽

は

よ

く

飼

養

し

て

硝

や
.
さ

な

け

4

ば
な
ら
ぬ
。

^

牛

、

秫
牝
揭

>

 

羊

等

家

帝

の

哦

植

に
®

大

の

邴

處

を

與

へ

.
な

け

れ

ば

な

，
ら

ぬ

？
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:

大

帝

は
51
ら

に

規

定1>
.

て

日

く

、

莊

園

の

：
收

.
銘

は

情

密
^

韩
箅
し

.

て
報
吿
し
が

.

げ
.

れ

ば

な

ら

ぬ

、

し

か

も

择

個

：の
辦
物

.

に
瓦
っ
，て
そ
れ
ぞ 

れ

幾

許

産

出

さ

れ

た

か

を

報

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

9
:

:

又
料
地
に
：も

备

技

藝

を

翦

攻

し

た

各

種

の

手

藝

莽
.

の
充

.
分
な
數
が
#

花
し
て
ゐ
な
け 

机
ば
な
ら
ぬ
。

_

:
: >

觅

に

大

帝
« '

降

誕

祭

を

2̂

彼

れ

が

每

咕

筲

の

總

勘

定

5;
-

徵
此
デ
4
.

期

0
セ

定

め

て

居

か

。
.

:

: ;

最

俛

に
.
大

帝

は

：
法

典

：
の

最

• 

後

の

倏

文

に

お

い

で

，

1:
'料

地

に
^

培

さ

れ

て

ゐ

る

凡

ゆ

る

花

卉

草

本
‘

；
* :

を
}

>

報

吿

す

べ

き

も

か

^

し
て
煨
げ
て
ゐ
，奋
？

そ
し
て
こ
の
葙 

名
な
法
典
は
稀
キ
の
林
檎
の

_

類
«>
;

列
擧
を
以
で
終

.

.っ
て
ゐ
る
。』

(

5
|

尸

3.

令

同

書

、

八

ニ

ー

八

四

页〕
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『

こ

れ

が

九

世

紀

に

お

け

る

皇

室

經

濟

の

光

景

で

あ

る

。
そ
し

.
て

.
右

は

中

仳

か

最

も

有

カ

に

し

て

最
^ :

富
裕
な
る
計
主
の
一

.

人
を
舉

げ

た

も

の
で
一
 

あ

る

が

、

この
. ：

澈
生
：の
經
濟

.に

し

ろ

、

と

の

農

場

經

營

の

股

則

に

し

ろ
"

最

初

に

觀

教

レ

た
^

小

緊

家

を

卒

然

^

し

て

聯

想

せ

し

む

を

も

の

が

あ
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〇

八

.

る
こw

は
、
何
人
过
雖
も
问
惹
す
る
に
相
逄
：な
：い
：0.|
と
の
場
合
も
こ
の
.皇
室
の
：主
に
向
.
つ
：て
、
前
述
：の
ょ
ぅ
な
常
の
，本
質

、
：虫
鹿
-の
目
内
.、
分
業

■ 

...
 

..
'

...' 

... 

>.
•

■

 

.

.
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.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

....

.等
の
國
说
經
濟
學0'
'
根
本
問
.题
を
誠
.さ
ぅ
«
'尤
る
:̂
^
^:
は
、'
こ
©:
あ
る
じ
は
皇
帝6;
し
ー
字
裁
わ
を
以
で
、_UI
の.や
ぅ
.な
殼
搀
'
羊
毛•

大
麻 

や
-
渐
韵
泗
、
油
、
酢
の
缚
や
ノ
平
小
孽
や
：羊
小
鼠
を
指
さ
し
て

 

い
ふ 

經
濟
に
お
い
て
は
、
國
民
經
濟
科
擧
は

一

膨
如
何
な
る
も
の
：に.つ
い
で
秘
密
な「

法
則
し
を
研
究
し
、
解
明
す
べ
き
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
で
f
 

ぅ
0
け
だ
し
と
0-
場
合
.
|切
の
相
互
關
係
、
即
ぢ
船2
^
激
果
>
勞
働
ミ
そ
の
成
果
ば
棠
を
撤
す
ょ
，ぅ.に
明
5
1だ
か
ら
で
あ
る0』

ハ
自
3
<
，̂S. 

5
0
"同
書
、，
八
四
ト
八
五
頁8
觅
に
娃
等
に
關
ナ
る
例
ミ
し
で
は
、
_

.

'-
:

?

『

闪
^.
を』

0.
.
1.

 

S 

:43复
、

を
參
照
さ
れ
度
し

〕

パ

.

■

以
上
の
例
^
於
.て
明
が
な
る
如
く
、'

:

1

般
^
組
織
的
生
產
共
同
生
活
體
內̂

あ
つ
七
は
、
生
產_

係
^
於
け
る
人 

間
對
LA
間
の
關
係
が
.直
接
表
而
に
現
は
れ
て
鹿
ヶ
、
即
ち
本
質

VJ.

現
象
形
態
ど
が
一
致
し
て
居
々
、
且
つ
夫
等
人
間 

對
人
間
の
關
係
は
、

:

例
べ
.ば
自
足
經
濟
を
營
む
种
落
の
、
各
小
農
家̂
戶
主
の
意
*

的
指
圖
R

依
々
、
.

(

或
は
莊
闕
內 

k

行
は
る
、J

般
的
慣
習
規
定
に
侬
つ
て
律
せ
ら
れ
、
失
等
生
產
關
係
間
に
、
#

別
^

法
則
5:
#
見
す
る
が
爲
の
理 

論
經
濟
學
を
必
要
.

v

し

な

い

.0

.

r

^

R,

1.』

&.
組
織
^
生
產
#
同
生
活
(?
|
-ヵ
.ら
非
瓶
猶
的
生
產
共
同
生
活
®

^

—
其
の
內
k
は

取

/«
©
品
生
產
Ml
: 

會
及
び
資
本
主
義
社
會
が
あ
々
、
後
者
は
前
者
の
諸
契
機
を
其
.の
^
^'
含
ん
だ
、
最
も
發
達
せ
る
、.

複

雜

な

.非

組

織
 

的

生

產

共

間

生

活

體

：で

あ

る

が

一

^

眼

を

轉

ず

る

な

ら

ば

'
、

*
情

は
全

ぐ

異

つ

て

來

る

.
。

第

1

R
、
.此
處
亿
於
て
、
；
は
生
產
關
係
の
本
質
^
現
象
形
態
ミ
が
相
違
し
て
現
ば
れ
る
。：
即
ち
其
め
本
質
に
於
て 

人
間
對
人
間
の
關
係
で
あ
.る
注
產
關
係
、
は
物
對
物
ヒ
云
ふ
現
象
形
態
を
取
つ
て
現
は
れ
て
來
る
.。
蓋
し
、
非
袓
檝 

的
生
產
共
同
注
活
體
、
即
ち
商
品
生
產
社
會(

特
^
資
本
主
_
社
:#〕

^

各
個
入
を
連
；結
す
5
關
係
が
V
叱 

處
で
は
直
接
に
現
は
れ
な
い
メ S

ふ
點
ボ
あ
る
メ
商
品
生
麽
社
會
の
生
產
歌
關
係
は
/

^-
ら
物
れ
媒
介
を
通
じ
て
t
.

■
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現
さ
れ
r

 
§

3

れ
る
k
至
る
の
：で
あ
o
。
例
へ
ば
、、
形
式
的
め
獨
立
獨
步
の
二
人
の
企
業
家
間
の
聯
關
が
、
た
ゾ

!

方
の
手
加
ら
他
'方
の
手
に
商
品
が
移
動
ず
る
C

(£
R
依
つ
て
の
：み
達
.ぜ
ら
れ
5:
:
0
.乙
の
蓮
®!
;
:な
く
し
て
は
、
個
々
. 

の
企
業
家
は
相
互
に
全
然
分
離
し
て
存
祖
す
る
。
此
處
で
は
、
商
品
は
單
な
る
物
で
は
な
く
し
て
.、
人
々
の
間
の
經 

濟
的
連
結
の
道
具
で
あ
る
。
商
品
の
媒
介
を
經
ふ
k
非
ざ
れ
ば
、
個
々
の
郁
人
經
濟
間
の
連
結
は
實
現
し
な
い
し
、
 

又
實
現
す
る
こ
ど
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
夫
故
に
、
此
處
で
は
商
品
は
啻
に
經
濟
的
連
結
の
道
具
た
る
の
み
な
ら
ず
、
 

ie
R
又
此
の
連
結
の
表
現
の
唯一

の
形
式
亡
あ
る
。

:
ぐ 

直
接
に
現
は
れ
^

い
生
產
諸
關
係
は
、
此
處
で
は
物
の
具
有
す
る
特
殊
杰
性
質
の
中
^
現
は
れ
る
？
即
ち
人
間
關 

係
た
る
生
產
關
係
は
物
的
外
皮
を
®
び
:€
現
は
.れ
る
'。
，
斯

く

て

勞

働

の
«:
#
的
性
«
は

、
，

ー
^

^
ロ⑽
の
两
在
^

®

®
 

の
抓
く
取
は
れ
る
交
換
價
値
の
形
態
の
下
^
隱
れ
て
ゐ
る
°
之
ぞ
マ
'ル
ク
ス
め
所
謂
商
ロ
叩
の
遍
術
性
で
あ
る
。
之

 ̂

關
し
て
、

マ
ル
：ク
ス
は
次
の
や
ぅ
に
.述
べ
：て
居
る
。

.

•

..
.

;
?

/

:

:『

然
ら
ば
勞
働
生
：產
物
が
商
品
形
態
を
採.る
や
否
や
帶
び
る
所
の
謎
的
性
實
：は
：、
何
處
か
ら
坐
：ず
る
か
;9

る
の
で
，
あ
る
。

.

c
p

諸
種
の
：人
間
勞
働
が
.等
'.

1

で
あ
るV

い
.ふ
鄯
實
は
、
勞
働
諸
生
座
物
の
等
：

1

'.
な
る
：僧
値
對
t
性V

い
ふ
物
的
形
壊
を
受
け
、

0

1
0人
即
勞
働
カ
の
支
出
が
時
問
的
繼
續
を
以
つ
て
#

量
さ
れ
るV

い
ふ
事
實
は
、
勞
働
諸
雄
產
物
の
俏
値
大
小
ミ
い
ふ
双
態
を
受
け
、
而
し
て 

最
後
に
、(

三〕

勞
働
の
.社
#
的
性
質
を
確
.立
，せ
し
め
る
.
坐
廣
者
間
の
：
關
係
は
.、

■:
勞
働
諸
.生
庫
1

間
の
：社
命
的
關
係
ミ
い：

ふ
.形
蹲
を
受
け
る
。』
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か
，く
し
て
商
品
形
態
を
秘
密
に
光

.ち

.た
：も
の.>/
す
る
域
因
は
、
耍
す
る
に
宏
の
寒
實
に
：存
ず
：る
と
ゼ
^

な
，る
の(

で
あ
る
0
:
即

ち
.^
品
形
態
な
る 

.

も
の
は
入
間
勞
働
の
社
會
的
性
質
を
ば
、
勞
働
虫
.產
物
«>
對
象
的
性
.
¥」

：し
て
、
勞
働
'生
摩
物
の
：社
會
的
な
る
：2
1然
蚀
？

」

し
て
.觅
え
し
め
、
か 

く
し
て
、
ま
た
總
勞
働
に
對
オ
る
生
產
者
の
.社
會
的
關
保
を
；ば
、
生
庳
者
の
.'外
部
に
夜
拍
す
る
_各

對

象

1»
)

の
：社
脅
的
關
怿
ミ
し
て
見
え
し
め
る
ミ 

■
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第111

號

ニ

0 . 

.い
ふ

辦

が

そ.れ
で
：
あ
：る0
;
が̂
る
#
對
：物
に
.依
.
=
勞̂
働
生
；產
物
は
商
品
'
い
.ふ
有
：形
：的
杧
し
て
桩
っ

の
物
、rv
な
る
の
で
あ
っ
て
と
れ
恰
も
物

.が

..輯

神

經

：に
與
ぺ
る
.光;5
T

で
：は
な
く、
^
ろ
眼 

の
外
部
に
：在
务
物

'.の
：對

象

的

形

態
^
-1
,>て
表
親
さ
れ
.る

如
?<
'

で
：あ
る
-'
0
.
た
\:
'
-'
-

っ
の 

物
か
气
，目
-^
い
ぶ
.一
マ
の
：
物

に

先

：が

投

ぜ

;£
>
私

る

；
や
で
本
^

^

物

迦

抑

の

-

い
の 

セ

ぁ
&

$

商
品
形
憊
竝
に
そ
.れ
；
爻

潫

現
;^
弋
ゐ
る.所

や

、
：：
勞
；働

骼

:#
鹿
物
挪
の
|
撮

關

：係̂ 

勞
働
諸：

生
隹
物
の
物
理
的
他
質 

及
び
そ
_れ
.：に
菡
ぐ
物
的
諸
關
係

^

は
'何
等
關
係
す
.る
^

'とろ
な
き
も
の
.
で
あ
：る
？
商
品
.の
：形
能
心
，
の

^

ミ
.に
物
ミ
物

4の
關
译
の
幻
钯
的
形
態
を
捋 

\

っ
で
入
類
の
目
匕
映
ず
石
も
の
：は

>

A
_

自
身̂
;1

定
の
：
社#
的
關
係
，
K

外
^

ち
.な)

い
。

：♦
‘
私
は
之
を
。

勞
働
生
產
物
'が
商
品

'̂
し

て

.造

ら

れ 

る
や
否
や
そ
れ
：̂
固
着
し
：>
:
隨
づ
元
又
商
品
‘坐
產
.か
ら
不
可
分
の
^

:

^

:

て
、ゐ
る
所
：
の
齋
：術

性

せ

名

づ

u

w

。
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斯

く

の

如

ぐ

、
へ
非
組
廳
，

生

產

如

1
生

活

體

卿

に
&

っ

七

は

？

單
k

生

產

關

：係
：み

本

質

：ど
_

象

形

態

ビ

が

相

違

す 

一
る

ば
か
ぅ
で
な
。
，
：
更
に
夹
が
無
政
麻
的
生
産
組
織
な
が
が
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懢
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れ
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